
 Printed and published in U.S.A.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
、
ゲ

ー
ム
な
ど
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
祭
典
﹁
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
が

11
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３

日
間
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
入
場
に
は

陰
性
証
明
か
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
マ
ス

ク
は
任
意
で
３
日
間
で
約
５
万

人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

会
場
は
思
い
思
い
の
コ
ス
プ

レ
姿
の
人
た
ち
で
溢
れ
、
ア
ニ

メ
な
ど
の
関
連
商
品
を
売
る
数

百
の
販
売
店
が
並
び
お
目
当
て

の
グ
ッ
ズ
を
求
め
る
人
た
ち
で

大
混
雑
。
ガ
ン
ダ
ム
・
エ
キ
ス

ポ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
巨
大
な
ガ
ン
ダ

ム
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
２
体
設
置
さ

れ
、
来
場
者
は
思
い
思
い
に
記

念
撮
影
。﹁
進
撃
の
巨
人
﹂
の

イ
ェ
ー
ガ
ー
の
地
下
室
、﹁
モ

ブ
サ
イ
コ
１
０
０
﹂
の
神
樹

な
ど
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、
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﹂
や
﹁
チ

ェ
ン
ソ
ー
マ
ン
﹂
な
ど
の
記
念

撮
影
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
た
。﹁
ワ
ン
ピ
ー
ス
﹂

の
主
人
公
ル
フ
ィ
の
巨
大
な
バ

ル
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
全
米
公

開
中
の
ア
ニ
メ
映
画
﹁
ワ
ン
ピ

ー
ス
・
フ
ィ
ル
ム
・
レ
ッ
ド
﹂

に
出
て
く
る
ウ
タ
も
登
場
。
ワ

ン
ピ
ー
ス
の
コ
ス
プ
レ
を
し
た

人
た
ち
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替

わ
り
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
い

た
。特

別
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は

19
日
、
世
界
的
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
漫
画
﹁
進
撃
の
巨
人
﹂
の
作

者
、
諫
山
創
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
、
本
人
登
場
に

大
歓
声
が
上
が
っ
た
。
諫
山
さ

ん
は
﹁
進
撃
の
巨
人
﹂
の
結
末

は
最
初
か
ら
決
め
て
い
た
が
、

﹁
い
い
奴
﹂
に
な
っ
て
い
っ
た

主
人
公
エ
レ
ン
を
変
え
て
い
っ

た
結
果
、﹁
ラ
ス
ト
は
難
し
い

な
、
う
ま
く
い
か
な
い
な
と
思

い
な
が
ら
描
い
て
い
ま
し
た
。

す
み
ま
せ
ん
﹂
と
述
べ
る
と
会

場
か
ら
声
援
と
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
、
感
激
し
た
諫
山
さ
ん
が

﹁
泣
か
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
﹂

と
語
り
目
頭
を
押
さ
え
る
シ
ー

ン
も
あ
っ
た
。

質
問
に
応
え
る
形
で
、
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ジ
ャ
ン
、

ハ
ン
ジ
の
モ
デ
ル
は
変
わ
り
者

の
友
人
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
楽

し
く
描
い
た
の
は
キ
ー
ス
の
過

去
を
回
想
す
る
と
こ
ろ
な
ど
と

語
っ
た
。
残
念
な
が
ら
﹁
進
撃

の
巨
人
﹂
が
最
初
で
最
後
の
作

品
で
あ
り
次
の
作
品
の
予
定
は

な
い
こ
と
も
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
も
数
多
く
行
わ
れ
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
﹁
か
ぐ
や
様
は

告
ら
せ
た
い
﹂
で
は
、
12
月
17

日
に
日
本
で
劇
場
公
開
さ
れ
る

﹁
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ッ
ス
は
終
わ

ら
な
い
﹂
の
プ
レ
ミ
ア
上
映
の

後
、
ア
ニ
プ
レ
ッ
ク
ス
の
石
川

達
也
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ａ-

１
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
菊
池
雄

一
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ら
と
と

も
に
、
主
人
公
四
宮
か
ぐ
や
役

の
声
優
・
古
賀
葵
さ
ん
が
登
場

し
て
盛
り
上
が
っ
た
。﹁
機
動

戦
士
ガ
ン
ダ
ム

閃
光
の
ハ
サ

ウ
ェ
イ
﹂
の
プ
レ
ミ
ア
上
映
で

は
村
瀬
修
功
監
督
が
解
説
し

た
。﹁LU

PIN
 ZE

R
O

﹂
の
プ

レ
ミ
ア
上
映
な
ど
に
も
、
い
ち

早
く
観
よ
う
と
観
客
が
詰
め
か

け
た
。
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﹂

の

パ
ネ
ル
で
は
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

IG
の
和
田
丈
嗣
社
長
が
話
を
し

た
。﹁H

IG
H

 C
A

R
D

﹂
の
パ

ネ
ル
で
は
、
来
年
１
月
か
ら
の

新
し
い
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
上
映
が
行
わ
れ
、
原

作
の
河
村
ほ
む
ら
氏
と
武
野
光

氏
が
登
壇
、﹁
賭
ケ
グ
ル
イ
﹂

で
も
知
ら
れ
る
原
作
者
兄
弟
に

８
０
０
名
収
容
の
会
場
は
満
員

だ
っ
た
。
今
年
の
人
気
パ
ネ
ル

は
予
約
制
が
多
く
混
乱
は
少
な

か
っ
た
。

﹁
呪
術
廻
戦
﹂
の
野
薔
薇
役

の
ア
ン
・
ヤ
ト
コ
さ
ん
や
虎
杖

役
な
ど
で
知
ら
れ
る
ア
ダ
ム
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
さ
ん
、
ま
た
劇

場
版
﹁
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・
オ
ン

ラ
イ
ン
﹄
の
キ
リ
ト
や
﹁
進
撃

の
巨
人
﹂
の
エ
レ
ン
役
で
知
ら

れ
る
ブ
ラ
イ
ス
・
パ
ー
ペ
ン
ブ

ル
ッ
ク
さ
ん
ら
英
語
吹
き
替
え

版
の
人
気
声
優
に
よ
る
サ
イ
ン

会
は
今
年
も
盛
況
だ
っ
た
。

音
楽
関
係
で
は
18
日
に
作
曲

家
の
下
村
陽
子
さ
ん
を
迎
え
て

の
﹁
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
﹂
35
周
年
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
た
。
20
日
に
は
ア
レ

キ
サ
ン
ド
ロ
ス
が
登
場
し
、
映

画
﹁
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

閃

光
の
ハ
サ
ウ
ェ
イ
﹂
の
主
題
歌

﹁
閃
光
﹂
な
ど
を
披
露
し
た
。

恒
例
の
コ
ス
プ
レ
大
会
や
痛

車
︵
い
た
し
ゃ
︶
の
展
示
、
ア

ッ
キ
ー
ブ
ラ
イ
ト
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
も
行
わ

れ
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ニ
メ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
コ
ミ
コ
ン
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

は
日
本
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
独
立
し
、、
２
０
１
７
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
は
リ
モ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
対

面
で
の
開
催
は
今
回
で
５
回
目

と
な
る
。︵武

末
幸
繁
、
写
真
も
︶

﹁
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
フ
ィ
ル
ム
・
レ
ッ
ド
﹂
の
ウ
タ
と
一
緒

に
記
念
撮
影
す
る
コ
ス
プ
レ
姿
の
人
た
ち

フ
ァ
ン
と
共
に
﹁
進
撃
の
巨
人
﹂
の
調
査
兵
団
の
敬
礼
を
す
る

諫
山
創
さ
ん
︵
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
よ
り
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
タ
ク
シ
ー

＆
リ
ム
ジ
ン
委
員
会︵
Ｔ
Ｌ
Ｃ
︶

は
こ
の
ほ
ど
、
年
末
に
タ
ク
シ

ー
運
賃
を
平
均
23
％
値
上
げ
す

る
と
発
表
し
た
。

　
初
乗
り
料
金
は
50
セ
ン
ト
値

上
が
り
の
３
ド
ル
、
走
行
時
速

12
マ
イ
ル
以
上
で
走
行
し
た
場

合
の
距
離
加
算
は
、
５
分
の
１

マ
イ
ル
当
た
り
で
20
セ
ン
ト
増

の
70
セ
ン
ト
と
な
る
。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
〜
空
港
の
運
賃
は
、
Ｊ

Ｆ
Ｋ
間
の
定
額
は
18
ド
ル
増
の

70
ド
ル
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
間
の

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
は
５
ド
ル
、
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
間
の
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
は
２
ド
ル
50
セ
ン
ト
増
の
20

ド
ル
と
な
る
。
同
委
員
会
は
今

年
９
月
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入

を
33
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
理
由
に
運
賃
値
上
げ
案
を
Ｔ

Ｌ
Ｃ
に
提
出
し
、
15
日
に
承
認

さ
れ
た
。

ウ
ー
バ
ー
や
リ
フ
ト
な
ど
の

ア
プ
リ
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
運
賃

に
関
し
て
は
、
Ｔ
Ｌ
Ｃ
が
18
年

に
制
定
し
た
最
低
賃
金
制
に
伴

い
、
１
分
当
た
り
７
％
増
、
１

マ
イ
ル
当
た
り
24
％
増
で
、
例

え
ば
７
・
５
マ
イ
ル
、
30
分
の

運
賃
は
２
ド
ル
50
セ
ン
ト
増
の

27
ド
ル
15
セ
ン
ト
と
な
る
。
ア

プ
リ
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
値
上
げ

は
、
今
年
で
２
月
に
続
き
２
度

目
と
な
る
。

タ
ク
シ
ー
営
業
許
可
証
﹁
メ

ダ
リ
オ
ン
﹂
は
、
安
全
な
投
資

と
し
て
購
入
価
格
が
１
０
０
万

ド
ル
に
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
ア
プ
リ
配
車
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
で
タ
ク
シ
ー
利
用
が
減
少

し
、
莫
大
な
借
金
を
抱
え
た
ド

ラ
イ
バ
ー
の
自
殺
が
相
次
い

だ
。
ウ
ー
バ
ー
が
登
場
し
た
12

年
で
は
、
メ
ダ
リ
オ
ン
購
入
ロ

ー
ン
の
差
し
押
さ
え
は
わ
ず
か

５
件
だ
っ
た
が
、
タ
ク
シ
ー
の

業
績
悪
化
で
19
年
で
は
５
１
０

件
に
著
し
く
増
加
し
た
。
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生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｙ
は
12
月
イ
ベ
ン
ト
を
12

月
６
日
︵
火
︶
午
前
11
時
か
ら

日
本
ク
ラ
ブ
７
階
で
開
催
す

る
。
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
躍
す
る

一
葉
式
華
道
家
の
ア
ナ
中
田
氏

に
よ
る
生
け
花
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
。
舞
台
挿
花
な

ど
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
特
徴
と
す
る
一
葉
式
い
け
花

が
大
事
に
し
て
い
る
考
え
方
な

ど
を
解
説
す
る
。
参
加
費
35
ド

ル
︵
会
員
︶
、
45
ド
ル
︵
一
般
︶

弁
当
代
込
み
。
小
切
手
郵
送
先

＝D
ebbie K

opinski; 143 
R

eade Street, A
PT

#
15-B

 
N

ew
 Y

ork, N
Y

 10013

。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

９
１
７
・
７
４
８
・
３
１
７
７
。

一葉式華道

生け花実演

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
12
月
7
日
︵
水
︶
午
後
７
時

か
ら
﹁
リ
ビ
ン
グ
・
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹃
旬
の
食
材
と

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
：
和
食
の
伝

統
﹄
を
開
催
す
る
。
伝
統
的
な

和
食
は
、
味
わ
い
の
深
さ
だ
け

で
な
く
、
栄
養
価
が
高
く
、
長

寿
健
康
食
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、

海
藻
卸
業
を
営
む
両
親
の
も
と

で
育
ち
、
海
の
﹁
ス
ー
パ
ー
フ

ー
ド
﹂
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
小
松
平
ゆ
み
氏
、
日
本
の
農

家
で
の
暮
ら
し
を
通
じ
て
和
食

と
旬
の
食
材
の
重
要
性
に
つ
い

て
活
動
を
し
て
い
る
ナ
ン
シ

ー
・
シ
ン
グ
ル
ト
ン
・
八
須
氏

を
招
き
、
和
食
に
お
け
る
﹁
ス

ー
パ
ー
フ
ー
ド
﹂
と
旬
の
食
材

の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ま
た
、
和
食
の
伝
統
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
現
代
の
健
康
的
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
に
つ
い
て
も
解
説
。
参
加
費

無
料
　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
片
山
晶

子
氏
。
申
込
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japansociety.org

旬の食材
和食の伝統

　
北
海
道
常
呂
郡
置
戸
町
が
生

ん
だ
日
本
ア
ニ
メ
美
術
界
の
第

一
人
者
で
今
年
８
月
25
日
に
89

歳
で
亡
く
な
っ
た
小
林
七
郎
氏

を
追
悼
す
る
回
顧
展
﹁
小
林
七

ン
﹂﹁
ル
パ
ン
三
世 

カ
リ
オ
ス

ト
ロ
の
城
﹂﹁
は
じ
め
人
間
ギ

ャ
ー
ト
ル
ズ
﹂﹁
家
な
き
子
﹂﹁
あ

し
た
の
ジ
ョ
ー
２
﹂﹁
う
る
星

や
つ
ら
﹂
な
ど
日
本
の
高
度
経

済
成
長
期
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や

漫
画
映
画
を
通
じ
て
日
本
中
の

子
供
達
を
釘
付
け
に
し
た
名
作

の
数
々
の
背
景
を
手
が
け
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。
ア
ニ
メ
史
そ

の
も
の
の
人
生
を
歩
み
、
国
内

外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
愛
好
家

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
小
林

が
、
画
家
と
し
て
具
象
と
抽
象

の
中
に
自
然
の
美
と
無
限
の
力

の
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
し
続
け
た

世
界
を
紹
介
し
、
軌
跡
を
振
り

返
る
展
示
と
な
っ
た
。

　
小
林
氏
が
亡
く
な
る
直
前
に

康
子
夫
人
が
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
に
流
れ

た
。﹁
ア
ニ
メ
と
い
う
手
書
き

の
貴
重
さ
と
い
う
か
有
り
難
さ

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
世

界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
﹂
と
話
し
て
い
た
。
本
展

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
同
時
開
催

の
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
の
協
力
企
画

と
も
あ
っ
て
、
会
場
に
は
ア
ニ

メ
フ
ァ
ン
の
ア
メ
リ
カ
人
も

熱
心
に
作
品
に
見
入
っ
て
い

た
。
小
林
は
武
蔵
野
美
術
大
学

を
卒
業
後
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
創

世
記
の
１
９
６
４
年
に
ア
ニ
メ

の
世
界
で
活
動
を
始
め
、
31
歳

で
東
映
動
画
に
入
社
。
68
年
に

小
林
プ
ロ
を
設
立
後
２
０
１
１

年
ま
で
の
46
年
間
に
わ
た
り
多

く
の
作
品
の
背
景
美
術
を
手
が

け
た
。
２
０
１
１
年
に
文
化
庁

映
画
功
労
賞
、
２
０
１
５
年
と

17
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ジ

ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
で
講
演
、
16

年
に
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
の
展

示
、
美
術
専
門
学
校
で
の
講

演
、
18
年
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
機

関
主
催
の
講
演
と
実
技
指
導
な

ど
海
外
で
の
評
価
が
高
ま
っ
て

い
た
。
会
場
に
は
ア
ニ
メ
背
景

作
品
と
と
も
に
書
き
溜
め
た
油

彩
や
水
彩
画
な
ど
も
展
示
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
、
昭
和
７
年

生
ま
れ
の
小
林
が
幼
少
期
に
過

ご
し
た
置
戸
町
を
思
い
浮
か
べ

て
描
い
た
当
時
の
風
景
も
飾
ら

れ
た
。(

三
浦
良
一
、
写
真
も
︶

郎-

光
と
闇
の
ド
ラ
マ
﹂ 

展
が

22
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日

本
ク
ラ
ブ
７
階
の
日
本
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
18
日

夕
、
日
本
か
ら
康
子
夫
人
が
来

米
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
開
催
が
小
林
の
長
年
の
夢
で

あ
り
、
今
日
の
こ
の
会
場
で
皆

様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
本

人
が
何
よ
り
喜
ん
で
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
﹂
と
小
林
の
手
染

め
の
帯
を
締
め
て
感
無
量
の
思

い
を
込
め
て
挨
拶
し
た
。
主
催

は
ア
ト
リ
エ
・
コ
バ
　
小
林
康

子
、
株
式
会
社J’SH

A

。
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
は
佐
藤
恭
子
、
川

添
さ
や
か
、
小
澤
明
美
。

　
小
林
氏
の
代
表
的
作
品
は

﹁
巨
人
の
星
﹂﹁
ム
ー
ミ
ン
﹂﹁
ど

根
性
ガ
エ
ル
﹂﹁
新
オ
バ
ケ
の

Ｑ
太
郎
﹂﹁
元
祖
天
才
バ
カ
ボ

楽しい

 

週
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 www.nyseikatsu.com

日本のアニメを背景画で支えた

小林七郎NY展
アニメNYCと協力で

会場で流された生前のビデオ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
来
場
者
に
挨
拶
し
た
康
子
夫
人

https://aantcinc.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://hinomaru-limo.com
https://okorih.com/js2022ny/
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 日本クラブからのお知らせ
■ MET オペラ 22/23 シーズン鑑賞会＆直前勉強会

 第１回 ドニゼッティ作 「愛の妙薬」（L’Elisir d’Amore）

 

日本クラブ・『オペラの楽しみを探ろう！』発起人
会共催。ベルカント・オペラの珠玉の名品、人情
味溢れて心温まる喜劇的オペラです。お席はグラ
ンドティア（2 階）をご用意いたします。直前勉強
会は、鑑賞会参加者に限らずどなたでもご参加い
ただけます。詳細・お申し込みは www.nipponclub.
org （EVENTS のページ）をご覧ください。

 ■オペラ鑑賞会 （Metropolitan Opera House）
 　日時：2023 年 1 月 13 日（金） 7:30PM 〜
 　参加費：$115（会員）/$130（一般） 
 ■直前勉強会 （日本クラブ）
 　日時：2023 年 1 月 12 日（木） 6PM 〜 
 　参加費：$20（会員）/$25（一般） 1 ドリンク付

■日本クラブ WEB ギャラリー企画展

 日本の文化・経済を育む森の宝 「木」展
 

開催期間：10 月 28 日（金）〜 12 月 8 日（木）
 WEB ギャラリー URL： https://nippongallery.nipponclub.org
 本展では、古くから伝わる『木地挽き』と呼ば

れる技法で制作されている「ひきよせ」と呼ば
れる作品群、そして小田原・箱根地方の伝統工
芸品の「寄せ木細工」と「小田原漆器」の逸品
をご紹介しています。上記 URL よりご覧くだ
さ い。 バ ー チ ャ ル・ オ ー プ ニ ン グ レ セ プ シ ョ
ン の 模 様 は 日 本 ク ラ ブ の YouTube チ ャ ン ネ ル

（https://youtu.be/dgtEMbzx2mA） にてご覧頂けます。 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
  www.nipponclub.org 

 イラスト・桑原節
 Photo: pintarest.com

 

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

 78

　
早
11
月
も
半
ば
、
サ
ン
ク
ス

ギ
ビ
ン
グ
目
前
、
そ
し
て
そ
ろ

そ
ろ
街
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
準

備
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
一
年
で

も
っ
と
も
華
や
か
な
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
で
す
ね
。
　

　
昨
今
は
ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
ホ

リ
デ
ー
と
い
う
言
葉
を
よ
り
耳

に
す
る
気
が
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
ま
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
い

い
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
︵
笑
︶
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
さ
ん
に

は
御
蔭
様
で
長
い
こ
と
御
世
話

に
な
り
、
連
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
紳
士
服
も
﹁
季

節
モ
ノ
﹂
で
す
の
で
ネ
タ
が
以

前
の
コ
ラ
ム
と
ダ
ブ
っ
た
り
す

る
こ
と
も
勿
論
あ
っ
た
り
す
る

の
で
す
が
、
そ
の
都
度
調
理
の

仕
方
や
味
付
け
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
変
え
て
い
る
つ
も
り
で

す
︵
笑
︶
。
そ
ん
な
次
第
で
今

回
の
﹁
フ
ラ
ン
ネ
ル
﹂
に
つ
き

ま
し
て
も
過
去
に
数
回
取
り
上

げ
て
お
り
ま
し
た
。

　
数
年
前
で
し
た
か
、
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ペ
ッ
ク
主
演
の
映
画

"T
he M

an in T
he G

ray 
Flannel Suit

邦
題
﹁
灰
色

の
服
を
着
た
男
﹂
︵
１
９
５
８
︶

で
の
ペ
ッ
ク
の
ス
ー
ツ
姿
の
全

身
写
真
を
御
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
写
真
、
今
は
店
舗
が
無

く
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
たB

arney's 
N

ew
 Y

ork

が
、
し
ば
ら
く

の
間
彼
の
ス
ー
ツ
姿
の
シ
ル
エ

ッ
ト
を
同
社
紳
士
服
の
ア
イ
コ

ン
と
し
て
使
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
何
故
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
？ 

あ
っ
！
　
日
本
国

内
の
バ
ー
ニ
ー
ズ
は
御
店
を
持

っ
て
頑
張
ら
れ
て
お
り
ま
す

ね
、
念
の
た
め
。

  

 
で
、︵
１
︶
フ
ラ
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
、
そ
し
て
︵
２
︶
な

ぜ
バ
ー
ニ
ー
ズ
は
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ペ
ッ
ク
の
ス
ー
ツ
姿
だ
っ

た
の
か
？
で
す
ね
︵
笑
︶。

　
フ
ラ
ン
ネ
ル
は
ギ
ャ
バ
ジ
ン

と
同
様
、
ウ
ー
ル
で
織
ら
れ
た

生
地
と
綿
で
織
ら
れ
た
生
地

と
の
2
種
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
な
ぜ
か
日
本
に
お
い
て
は

ウ
ー
ル
地
を
フ
ラ
ノ
、
綿
地
を

ネ
ル
と
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
前
後
で

分
け
て
呼
ん
で
い
る
の
で
す

ね
︵
笑
︶。
不
思
議
︵
笑
︶。
皆

さ
ん
の
中
に
も
ふ
ん
わ
り
ソ
フ

ト
で
暖
か
い
ネ
ル
の
シ
ャ
ツ
を

秋
冬
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
方
も

少
な
く
な
い
か
と
。
英
語
で
は

C
otton Flannel

と
直
球
で

す
ね
、当
た
り
前
で
す
が︵
笑
︶。

　
僕
の
御
客
様
の
多
く
は
僕
と

同
世
代
の
方
が
多
く
、
こ
の
四

半
世
紀
余
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

変
化
で
背
広
、
い
や
、
ス
ー
ツ

を
昔
の
よ
う
に
は
頻
繁
、
毎
日

は
着
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
か
と
。
既
に
リ
タ
イ
ア
さ
れ

て
お
ら
れ
る
方
も
。

　
明
治
開
闢
以
来
何
か
と
言
わ

れ
て
き
た
私
達
日
本
男
子
の
ス

ー
ツ
の
着
方
、
着
こ
な
し
で
す

が
、
今
日
の
様
な
時
代
の
一
大

転
換
期
に
こ
そ
一
気
に
意
識
転

換
し
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。
で
、
一
気
に
名
誉

も
挽
回
と
︵
笑
︶。

　
皆
様
は
ス
ー
ツ
に
は
大
き
く

分
け
て
い
く
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
多

く
の
方
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ー
ツ

と
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
ー
ツ
く
ら

い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
御
洒
落
着
の
意
味
で
あ

る
、［
タ
ウ
ン
・
ス
ー
ツ
］
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
私

達
は
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
私
は
﹁
フ
ラ
ン
ネ
ル
﹂
こ
そ

秋
冬
の
タ
ウ
ン
ス
ー
ツ
の
本
命

と
考
え
、
自
身
で
も
長
年
愛
用

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
三
つ
揃

い
で
御
求
め
さ
れ
ま
す
と
上

着
、
ヴ
ェ
ス
ト
、
パ
ン
ツ
そ
れ

ぞ
れ
一
緒
に
着
た
り
、
バ
ラ
し

て
着
た
り
と
組
み
合
わ
せ
も
自

在
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
前
回
も
触
れ
ま
し
た

が
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
ス
ー
ツ
に

カ
シ
ミ
ヤ
や
ハ
イ
ゲ
ー
ジ
・
ウ

ー
ル
の
タ
ー
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
の

セ
ー
タ
ー
や
チ
ェ
ッ
ク
柄
の

﹁
ネ
ル
﹂
の
シ
ャ
ツ
を
合
わ
せ

た
り
、
靴
も
ス
ウ
ェ
ー
ド
の
ブ

ー
ツ
を
合
わ
せ
た
り
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
ス
ー
ツ
と
は
趣
が
全
く

異
な
る
ム
ー
ド
を
醸
し
出
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。
そ
う
し

た
想
像
を
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ

ク
の
グ
レ
ー
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
の

三
つ
揃
い
か
ら
想
像
さ
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
チ
ェ
ッ
ク
柄
の

フ
ラ
ン
ネ
ル
地
の
三
つ
揃
い
も

お
薦
め
で
す
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
の
写

真
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い

こ
と
、
そ
れ
は
三
つ
揃
い
が
襟

元
か
ら
ト
ラ
ウ
ザ
ー
ズ
の
裾
ま

で
あ
た
か
も
一
筆
書
き
で
描
い

た
よ
う
な
柔
ら
か
な
曲
線
、
ラ

イ
ン
を
描
い
て
一
体
化
し
て
い

る
こ
と
。
で
す
か
ら
ス
ッ
キ

リ
、
ス
マ
ー
ト
に
見
え
る
の
で

す
。
三
つ
の
パ
ー
ト
が
一
体

化
し
て
見
え
る
、
故
にsuit

な
の
で
す
。
ホ
テ
ル
のsuite 

room

のsuite

と
語
源
も
一

緒
。︵
笑
︶。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

ス
ー
ツ
を
普
段
着
に
。
い
い
で

す
よ
︵
笑
︶。

　
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

タ
ウ
ン
ス
ー
ツ
を
普
段
着
に

大好評 
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　
本
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ア
ニ
メ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
や
進
撃
の
巨
人
な
ど
の

ア
ニ
メ
作
品
の
パ
ネ
ル
や
グ
ッ

ズ
、
そ
し
て
コ
ス
プ
レ
の
参
加

者
で
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
ア
ニ

メ
を
含
む
様
々
な
ア
ー
ト
作

品
、
小
説
、
作
曲
、
作
詞
、
映
像
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
持
つ
著
作
権
と
い
う
権
利

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
著
作
権
は
、
特
許
権
、
商
標

権
な
ど
と
並
ぶ
知
的
財
産
権
の

一
種
で
す
。
特
許
権
は
発
明
に

対
す
る
保
護
を
与
え
る
の
に
対

し
て
、
著
作
権
は
、
著
作
物
に

対
す
る
保
護
を
与
え
ま
す
。
著

作
権
は
、「
表
現
」
を
保
護
す

る
も
の
で
あ
り
、
ア
ニ
メ
や
漫

画
、
小
説
や
歌
の
タ
イ
ト
ル
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の

名
前
な
ど
を
保
護
し
ま
せ
ん
。

名
前
や
タ
イ
ト
ル
の
保
護
は
商

標
権
に
な
り
ま
す
。
著
作
権
の

対
象
に
な
る
表
現
の
例
は
、

▽
文
学
的
作
品
▽
音
楽
的
作
品

▽
演
劇
作
品
▽
パ
ン
ト
マ
イ
ム

や
舞
踊
作
品
▽
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ツ
の
作
品
▽
映
画
そ
の
他

オ
ー
デ
ィ
ー
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル

の
作
品
▽
音
楽
録
音
▽
各
種
デ

ザ
イ
ン
▽
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

　
著
作
権
者
は
、
他
人
が
作
品

を
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
独

占
的
な
権
利
を
も
ち
ま
す
。
独

占
的
権
利
と
は
、

▽
複
製
権
＝
コ
ピ
ー
機
や
録
音

機
器
な
ど
を
使
い
作
品
の
コ
ピ

ー
を
作
る
権
利
▽
利
用
権
＝
作

品
を
も
と
に
二
次
的
作
品
（
編

集
、
小
説
化
、
ド
ラ
マ
化
、
翻

訳
な
ど
）
を
作
る
際
の
も
と
の

作
品
に
対
し
て
の
権
利
▽
公
衆

へ
の
配
布
権
＝
販
売
、リ
ー
ス
、

レ
ン
タ
ル
な
ど
の
方
法
で
公
に

配
布
す
る
権
利
▽
公
演
権
＝
公

に
実
演
す
る
権
利
▽
公
衆
展
示

権
＝
公
に
展
示
を
す
る
権
利

　
で
す
か
ら
、
製
作
者
の
許
可

な
く
し
て
ア
ニ
メ
や
漫
画
作
品

を
コ
ピ
ー
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

見
せ
た
り
、
様
々
な
グ
ッ
ズ
を

販
売
し
た
り
、
類
似
の
服
や
バ

ッ
グ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
発
表

し
た
り
し
た
場
合
は
著
作
権
の

侵
害
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
単

行
本
を
買
っ
た
人
が
著
作
者
の

許
可
な
く
し
て
そ
の
小
説
を
も

と
に
し
て
映
画
を
作
っ
た
り
、

作
曲
者
に
無
許
可
で
数
章
節
ま

っ
た
く
真
似
た
音
楽
作
品
を
作

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
次
に
著
作
権
を
持
つ
作
品
と

し
て
保
護
さ
れ
る
条
件
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
創
作
）
で
あ

る
こ
と
▽
形
の
あ
る
媒
体
に
固

定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と-

固
定

化
と
は
、
実
際
に
紙
に
書
か
れ

た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
た

り
、
録
音
さ
れ
た
り
、
ス
ケ
ッ

チ
さ
れ
た
り
、
録
画
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
た
と

え
、
ス
テ
ー
ジ
で
即
興
の
演
奏

を
し
て
も
録
音
さ
れ
な
い
限

り
、
固
定
化
さ
れ
て
い
な
い
の

で
著
作
権
の
保
護
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

ア
ニ
メ
や
音
楽
な
ど
の

著
作
権
に
つ
い
て

中
間
選
挙
を
分
析

津
山
さ
ん
Ｊ
Ｗ
Ｂ
で
講
演

　
大
手
書
店
チ
ェ
ー
ン
の
バ
ー

ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
ノ
ー
ブ
ル
は

15
日
、
２
年
半
前
に
閉
店
し
た

ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

支
店
を
来
春
、
デ
ュ
ア
ン
・
リ

ー
ド
跡
地
の
３
番
街
１
１
５
６

番
地
（
東
87
丁
目
角
）
で
再
開

す
る
と
発
表
し
た
。 

　
１
９
６
５
年
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ

ビ
レ
ッ
ジ
で
創
業
し
た
同
社

は
、
主
に
電
子
書
籍
の
普
及
が

原
因
で
２
０
１
４
〜
20
年
で
売

上
は
43
％
減
、
18
年
時
点
で
純

利
益
赤
字
は
１
億
２
５
６
０
ド

ル
に
達
し
、
20
年
に
英
国
を
拠

点
と
す
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の

エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ス
社
が
同
書
店
チ
ェ
ー
ン
を

６
億
８
３
０
０
万
ド
ル
で
買
収

し
た
。
09
年
に
３
番
街
と
レ
キ

シ
ン
ト
ン
街
の
間
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
支
店
は
20
年
６
月
「
広
す

ぎ
て
レ
ン
ト
が
高
す
ぎ
る
」
と

し
て
閉
店
し
た
が
「
近
隣
で
営

業
を
再
開
す
る
」
と
伝
え
て
い

た
。 

　
新
店
舗
の
敷
地
面
積
は
、
２

階
分
を
占
め
て
い
た
旧
店
舗
の

５
万
５
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

に
比
べ
て
８
０
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
と
小
規
模
だ
が
、
同
店
舗

が
入
る
築
約
１
０
０
年
の
ア
ゴ

ラ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
歴
史
を

思
わ
せ
る
趣
が
あ
る
。
同
社
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ド
ー
ン

ト
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
閉
店

は
辛
い
決
断
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｙ

市
以
上
に
書
籍
販
売
の
復
興
に

尽
力
で
き
る
場
所
は
ほ
か
に
な

い
。
書
店
事
業
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
今
ま
さ
に
炸
裂
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。
新
店
舗

オ
ー
プ
ン
は
09
〜
19
年
で
は
年

間
１
、２
店
舗
程
度
だ
っ
た
が
、

今
年
は
16
店
舗
、
来
年
は
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店
を
含
め
30

店
舗
以
上
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と

い
う
。 

　
個
人
経
営
の
書
店
に
関
し
て

も
、
全
米
で
は
過
去
数
年
間
で

３
０
０
軒
以
上
が
開
業
し
、
今

後
２
年
間
で
さ
ら
に
約
２
０
０

店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
７
月
10
日
付
の

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
は
、

グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
の
ボ
デ
ガ

裏
の
隠
れ
家
書
店
や
ベ
ッ
ド
・

ス
タ
イ
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
専
門

書
店
な
ど
、
Ｎ
Ｙ
市
内
に
個
性

的
な
独
立
書
店
が
復
活
し
つ
つ

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
で
書
店
が
復
活

大
手
含
め
独
立
書
店
も
続
々

　
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ー
マ
ン
の
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｂ
、
長
谷

川
久
美
子
会
長
）
主
催
の
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
講
演
会
、
「
ア
メ
リ
カ

は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
米
中

間
選
挙
、
ト
ラ
ン
プ
出
馬
を
分

析
す
る
」
が
、
18
日
開
催
さ
れ

た
。
元
共
同
通
信
記
者
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
津
山
恵
子
さ
ん
が

中
間
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
向
か
う

方
向
や
２
０
２
４
年
大
統
領
選

挙
の
行
方
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。

　
中
間
選
挙
の
結
果
は
、
上
院

が
民
主
党
50
議
席
、
共
和
党
49

議
席
で
ハ
リ
ス
副
大
統
領
（
民

主
）
を
入
れ
て
民
主
党
が
過
半

数
を
確
保
し
た
が
、
下
院
は
共

和
党
が
２
１
８
議
席
、
民
主
党

が
２
０
７
議
席
で
上
下
両
院
で

ね
じ
れ
現
象
が
起
き
た
。
Ｎ
Ｙ

州
知
事
選
で
民
主
党
現
職
の
キ

ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
候
補
の
応

援
演
説
に
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

ト
ン
元
国
務
長
官
で
２
０
１
６

年
年
の
大
統
領
候
補
、
そ
し
て

現
職
の
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大

統
領
の
大
物
２
人
が
駆
け
つ
け

た
の
を
見
て
、
民
主
党
の
議
席

喪
失
に
対
す
る
相
当
な
危
機
感

を
感
じ
、「
民
主
党
や
ば
い
」

と
思
っ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み

る
と
、
当
初
予
測
さ
れ
て
い
た

共
和
党
優
勢
の
「
赤
い
波
」
は

起
き
な
か
っ
た
。
共
和
党
が
用

意
し
た
勝
利
宣
言
会
場
は
「
お

通
夜
状
態
」
だ
っ
た
。
中
間
選

挙
で
は
与
党
が
大
敗
す
る
の
が

通
例
だ
が
、
異
変
は
な
ぜ
起
き

た
の
か
。

　
一
つ
は
「
若
い
人
が
起
こ
し

た
変
化
」
だ
。
人
工
妊
娠
中
絶

の
権
利
が
６
月
の
連
邦
最
高
裁

の
判
決
で
全
米
的
な
も
の
で
な

く
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
抗

議
、
二
つ
目
は
「
ト
ラ
ン
プ
再

選
許
す
ま
じ
」の
機
運
台
頭
だ
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
直
後
か
ら
全
米

で
起
こ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ

ブ
ズ
・
マ
タ
ー
（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
）
運

動
、
警
察
予
算
削
減
の
声
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利
獲
得
運
動
な

ど
声
を
上
げ
れ
ば
変
化
が
あ
る

と
思
い
始
め
た
若
者
が
多
く
な

っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
一

方
で
若
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
離
れ
が
顕

著
で
、
10
代
が
使
っ
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
はT

ikT
ok 

33
％
、
ス

ナ
ッ
プ
チ
ャ
ッ
ト
31
％
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
22
％
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ)

は
わ
ず
か
２

％
。
Ｆ
Ｂ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
嫌
気
が

さ
し
た
も
の
と
見
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
が

15
日
に

２
０
２
４
年
次
期
大
統
領
選
挙

に
出
馬
を
表
明
し
た
の
は
「
出

馬
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
理
由
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
ト
ラ
ン
プ
党

の
敗
北
、
デ
サ
ン
ト
ス
（
フ
ロ

リ
ダ
州
知
事
）
を
意
識
、
脱
税

疑
惑
や
選
挙
で
の
脅
迫
疑
惑
な

ど
を
捜
査
す
る
司
法
省
の
動
き

だ
。
司
法
が
動
け
ば
、
立
候
補

が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
先
手

を
打
っ
て
出
馬
表
明
し
、
後
日

有
罪
判
決
が
出
て
も
、
い
か
な

る
理
由
を
つ
け
て
で
も
ひ
っ
く

り
返
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

民
主
党
は
若
者
の
神
風
頼
り

　
今
後
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
な
る

の
か
。
民
主
党
は
若
い
人
の
時

流
に
乗
っ
た
追
い
風
と「
神
風
」

だ
よ
り
と
い
う
不
安
定
な
要
素

が
あ
る
。
一
方
で
、
上
下
両
院

と
も
に
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
チ

ル
ド
レ
ン
が
今
回
の
選
挙
で
当

選
し
て
議
事
堂
の
中
に
正
々

堂
々
と
入
り
込
ん
だ
。「
襲
撃
」

し
な
く
て
も
ト
ラ
ン
プ
氏
は
議

会
内
部
か
ら
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
や
メ
ガ
チ
ャ
ー

チ
な
ど
を
利
用
し
た「
票
固
め
」

が
う
ま
い
共
和
党
が
今
後
ど
う

影
響
力
を
高
め
て
い
く
の
か
が

焦
点
だ
。
80
歳
に
な
っ
た
バ
イ

デ
ン
大
統
領
が
再
出
馬
す
る
こ

と
は
、
個
人
的
に
は
間
違
っ
た

道
だ
と
思
う
。
24
年
の
大
統
領

選
挙
は
、
民
主
党
で
は
ニ
ュ
ー

サ
ム
加
州
知
事
、
ウ
イ
ッ
ト
マ

ン
・
ミ
シ
ガ
ン
州
知
事
が
有
望
。

共
和
党
で
は
デ
サ
ン
ト
ス
・
フ

ロ
リ
ダ
州
知
事
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
有
力
と
見
て
い
る
。

　
ビ
ン
テ
ー
ジ
感
の
あ
る
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ア
パ
ー
ト
や
ク
イ

ー
ン
ズ
の
老
舗
デ
リ
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
な
ど
、
Ｎ

Ｙ
５
区
そ
れ
ぞ
れ
の
雰
囲
気
や

特
徴
あ
る
建
物
や
風
情
を
お
菓

子
で
再
現
し
た
特
別
展
「
ジ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」

が
現
在
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館
（
５
番
街

１
２
２
０
番
地
、１
０
３
丁
目
）

で
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

は
12
月
12
日
（
月
）
午
後
７
時

か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
Ｊ

Ａ
Ａ
１
１
５
周
年
記
念
晩
餐
会

を
開
催
す
る
。
カ
ク
テ
ル
は
午

後
６
時
か
ら
。

　
当
日
は
、
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
が

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
（M

U
FG

 
B

ank Ltd

）
に
贈
ら
れ
る
。

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
は
Ｊ
Ａ
Ａ
の
奨
学

金
、
東
日
本
大
震
災
、
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
貢

献
し
て
き
て
い
る
。
個
人
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
賞
は
Ｊ
Ａ
Ａ
の
会
長
を
６

年
間
務
め
た
弁
護
士
の
ゲ
ー
リ

ー
森
脇
Ｊ
Ａ
Ａ
終
身
顧
問
に
授

与
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
に
と
っ
て
は
大
き
な

募
金
活
動
と
も
な
る
晩
餐
会

で
、
当
日
は
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ

ブ
名
物
の
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
下
で
、
デ
ィ
ナ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

混
声
コ
ー
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
や
、
ク
ニ
・
三
上
バ
ン

ド
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
と
メ
グ
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
の
歌
声
を
楽
し
め

る
。
現
在
参
加
者
を
受
け
付
け

て
い
る
。
個
人
で
の
参
加
費
は

５
０
０
ド
ル
。
ブ
ロ
ン
ズ
テ
ー

ブ
ル（
10
席
、５
０
０
０
ド
ル
）、

シ
ル
バ
ー
テ
ー
ブ
ル
（
10
席
、

７
５
０
０
ド
ル
）、
ゴ
ー
ル
ド

テ
ー
ブ
ル(

10
席
、
１
万
ド

ル
）。
予
約
締
め
切
り
は
11 

月

25
日
。
申
し
込
み
はinfo@

jaany.org

ま

た
、

Ｊ

Ａ

Ａ

のpaypal 

か
ら
の
寄
付
や
支

払
い
はhttps://jaany.org/

donate-new
/

　

お
菓
子
で
Ｎ
Ｙ
再
現

Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館
で

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
創
立
１
１
５
周
年
記
念

晩
餐
会
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
12 月 12 日

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
http://www.nyseikatsu.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３

番

地

︶

舞

台

公

演

部

は
、

２
０
２
２
年
秋
〜
２
０
２
３
年

初
夏
の
シ
ー
ズ
ン
・
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
と
し
て
、
昨
シ
ー
ズ
ン
に

引
き
続
き
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
劇
場
で
の
ラ
イ
ブ
公
演
と

し
、︽
日
本
人
と
非
日
本
人
と

の
協
働
に
よ
る
創
造
︾
に
焦
点

を
あ
て
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
12
月
1

日
︵
木
︶
か
ら
3
日
︵
土
︶
に

は
、
２
０
１
６
年
の
公
演
で
も

好
評
を
博
し
た
喜
多
流
の
能
楽

師
た
ち
が
、
日
本
で
も
上
演
さ

れ
る
こ
と
が
稀
な
楊
貴
妃
の
健

康
回
復
を
語
る
﹃
皇
帝
﹄︵
プ

ロ
グ
ラ
ム
Ａ
︶
と
、
長
寿
を
寿

ぐ﹃
枕
慈
童
﹄︵
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
︶

の
2
作
品
を
披
露
す
る
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
世
界
的
危
機

か
ら
の
早
期
復
活
を
祈
念
す
る

公
演
と
な
る
。
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い

る
能
は
武
家
の
式
楽
と
し
て
発

展
し
て
き
た
が
、
そ
の
能
の
五

流
の
中
で
も
っ
と
も
武
士
気
質

が
強
く
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る

喜
多
流
の
芸
を
、
喜
多
流
精
鋭

の
能
楽
師
た
ち
が
圧
倒
的
な
迫

力
で
届
け
る
見
逃
せ
な
い
作
品

だ
。

 

　﹃
皇
帝
﹄
は
、
玄
宗
皇
帝
が

大
病
の
楊
貴
妃
の
容
態
を
案
じ

て
い
る
と
こ
ろ
に
鍾
馗
の
神

霊
が
現
れ
、
病
鬼
を
追
い
払

い
、
妃
の
病
を
治
す
と
い
う
物

語
。
一
方
、
同
じ
く
中
国
を
舞

台
に
す
る
﹃
枕
慈
童
﹄
は
、
菊

の
葉
か
ら
滴
る
露
を
飲
む
こ
と

で
７
０
０
年
も
若
い
姿
の
ま
ま

山
奥
に
住
み
続
け
て
い
る
と
い

う
少
年
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
、

不
老
長
寿
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
。

 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
・
Ｂ
共
に

2
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
上

述
の
各
作
品
の
前
に
は
、
能
の

略
式
で
あ
る
舞
囃
子
︵
面
、
装

束
を
付
け
ず
紋
付
袴
で
、
地
謡

と
囃
子
を
連
れ
て
シ
テ
1
人
で

舞
う
上
演
形
式
︶
や
仕
舞
︵
面
、

装
束
を
付
け
ず
紋
付
袴
で
、
地

謡
の
み
を
連
れ
て
シ
テ
1
人
で

舞
う
上
演
形
式
︶
を
、
重
要
無

形
文
化
財
︵
人
間
国
宝
︶
に
認

定
さ
れ
て
い
る
シ
テ
方
・
友
枝

昭
世
が
演
じ
る
。

　
さ
ら
に
各
公
演
の
1
時
間
前

に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ト

ム
・
ヘ
ア
教
授
に
よ
る
プ
レ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
12
月
3

日 (

土) 

の
午
前
11
時
か
ら
午

後
1
時
に
は
、
喜
多
流
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
能
の
所
作
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
現
在
、

参
加
チ
ケ
ッ
ト
は
売
り
切
れ
だ

が
、
見
学
の
み
の
チ
ケ
ッ
ト

︵O
bserver T

icket

︶

は

あ

り
。
出
演
は
友
枝
昭
世
、
友
枝

雄
人
、
中
村
邦
生
ほ
か
。

　
開
演
日
時
＝
12
月
1
日 (

木

) 

午
後
7
時
30
分
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ａ
︵
終
演
後
に
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
︶
２
日 (

金) 

午
後
7
時
30

分
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ (

終
演
後

に
﹁
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｑ
＆
Ａ
﹂

あ
り
︶
3
日 (

土) 

午
後
7
時

30
分
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
。
両
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
も
に
日
本
語
で
の

上
演
・
英
語
字
幕
付
き

　
チ
ケ
ッ
ト
料
金
＝
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
＋
ソ
ワ
レ
︵
12
月
1

日
の
み
︶
一
般
95
ド
ル
／
Ｊ

Ｓ
会
員
76
ド
ル
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
み
︵
全
日
程
︶
一

般
72
ド
ル
／
Ｊ
Ｓ
会
員
58
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
、
公
演
の
詳
細

は

w
w

w
.japan

society
.

org/perform
ances/ 

を

参

照
、

ま

た

は
、

電

話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
。

　
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
協
力
団
体
と
と
も

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
生
後
６
か
月

以
上
の
子
供
た
ち
は
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

は
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
、
子

供
た
ち
や
他
の
家
族
を
守
る
一

番
効
果
的
な
方
法
だ
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
、
周
り
の
人
も
早
期
に
感
染

か
ら
守
ら
れ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

で
は
生
後
６
か
月
以
上
の
子
供

た
ち
は
、
ワ
ク
チ
ン
と
ブ
ー

ス
タ
ー
の
接
種
を
推
奨
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１
。

子
供
た
ち
に
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

喜
多
流
の
能

﹁
皇
帝
﹂﹁
枕
慈
童
﹂

ジャパン・ソサエティー

12 月 1 日から

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（34）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
三
年
ほ
ど

同
居
し
て
い
る
娘
さ
ん
ご
家
族

と
の
衝
突
が
増
え
、
周
り
か
ら

勧
め
ら
れ
た
60
代
の
Ｋ
さ
ん
と

お
会
い
し
ま
し
た
。
非
正
規
の

教
師
の
仕
事
を
務
め
る
傍
ら
、

食
事
の
支
度
や
そ
の
他
の
家
事

を
完
璧
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
苛

立
ち
が
激
し
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　
夫
は
結
婚
当
初
か
ら
単
身
赴

任
。
会
社
を
離
職
後
も
彼
の
地

に
留
ま
り
、
別
居
婚
の
状
態
が

数
十
年
続
い
て
い
ま
す
。
実
家

か
ら
の
助
け
を
得
な
が
ら
育
て

た
子
供
達
も
独
立
し
ま
し
た
。

　
Ｋ
さ
ん
は
感
情
的
に
不
在
な

父
親
と
感
情
が
不
安
定
で
世
間

体
を
気
に
す
る
母
親
に
育
て
ら

れ
ま
し
た
。
良
い
学
校
、
良
い

就
職
先
、
良
い
縁
談
と
い
う
期

待
に
応
え
た
所
謂
﹁
優
等
生
﹂
。

学
生
時
代
か
ら
先
輩
・
後
輩
を

問
わ
ず
に
慕
わ
れ
、
現
在
も
交

流
が
続
い
て
い
る
友
人
も
い
ま

す
が
、
完
璧
で
い
続
け
る
こ
と

に
莫
大
な
労
力
を
払
っ
た
結
果

か
、
心
か
ら
話
せ
る
相
手
は
い

ま
せ
ん
。

　
初
め
て
お
会
い
し
た
時
、﹁
肩

に
力
が
入
っ
て
い
ま
す
ね
﹂
と

提
供
し
た
所
見
に
﹁
生
徒
達
に

完
璧
な
授
業
を
し
な
い
と
︰
﹂

と
の
答
え
が
印
象
的
で
し
た
。

　
期
待
の
重
圧
に
耐
え
て
い
た

思
春
期
を
思
い
返
し
、
見
捨
て

ら
れ
不
安
を
認
め
る
の
は
Ｋ
さ

ん
に
は
難
し
い
課
題
。
仮
に
完

璧
で
な
か
っ
た
ら
？
　
の
問
い

に
家
族
や
友
人
は
離
れ
て
行
か

な
い
と
認
識
し
た
ご
自
分
に
驚

か
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
最
近

で
は
苛
立
ち
が
和
ら
い
で
い
る

よ
う
で
す
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

完
璧
主
義
と
不
安

　
美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
は
、

12
月
６
日
︵
火
︶
に
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
今

回
は
﹁
ア
イ
ゾ
ー
ン
で
魅
せ

る
﹂
と
題
し
、
目
も
と
に
特
化

し
た
講
義
と
な
る
。
目
も
と
の

印
象
を
操
作
す
る
目
と
眉
に
つ

い
て
造
形
的
な
特
徴
か
ら
印
象

理
論
、
新
た
な
視
点
で
の
目
と

眉
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
方
法
な
ど

を
紹
介
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
87
歳
現
役

美
容
研
究
家
の
小
林
照
子
さ
ん

が
﹁
美
容
の
力
﹂
に
つ
い
て

講
演
し
た
後
、﹁
目
も
と
に
関

す
る
具
体
的
な
理
論
﹂
を
美

容
研
究
家
の
山
口
童
子
さ
ん

か
ら
、
同
内
藤
文
子
さ
ん
か

ら
は
﹁
今
日
か
ら
実
践
で
き

る
目
も
と
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
﹂
を
解
説
す
る
。
申
込

み
者
に
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
動

画
︵
期
間
限
定
︶
を
配
信
す

る
。
当
日
参
加
で
き
な
く
て
も

後
日
セ
ミ
ナ
ー
全
体
を
視
聴
で

き
る
。
開
催
日
時
＝
12
月
6

日
︵
火
︶
午
後
１
時
か
ら
２
時

15
分
︵
日
本
時
間
︶。
受
講
料

５
５
０
０
円
。
申
込
み
は
こ
ち

ら
　https://coubic.com

/
befinebefine/416146

アイゾーンで
魅せる美容法

美・ファイン研究所
12月６日にオンラインで

　
米
国
在
住
の
大
腸
が
ん
診
断

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
ア
ジ
ア

人
女
性
を
対
象
に
、
最
新
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
大
腸
が
ん

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
研

究
を
行
う
エ
モ
リ
ー
大
学
看
護

学
部
は
、
大
腸
が
ん
サ
バ
イ
バ

ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　﹁
結
腸
直
腸
が
ん
と
共
に
生

き
る
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
女

性
に
対
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

基
盤
と
す
る
情
報
と
コ
ー
チ
ン

グ
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム︵
Ｔ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
︶﹂
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
、
薬
の
投

与
や
施
設
へ
の
訪
問
は
含
ま
な

い
。
対
象
は
、
21
歳
以
上
で
、

結
腸
直
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
日

本
語
の
い
ず
れ
か
で
読
み
書
き

が
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
可
能
な
中
国
人
・
韓

国
人
と
日
本
人
の
女
性
。
３
か

月
の
参
加
期
間
終
了
後
に
50
ド

ル
の
謝
礼
が
送
ら
れ
る
。
募
集

は
23
年
１
月
31
日
で
終
了
す

る
。

　

問

い

合

わ

せ

は
、

電

話

４
０
４
・
４
２
４
・
３
９
６
３
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル
　

SO
N

T
C

O
L

A
@

m
sclou

d.
em

ory.net

ま
で
。
詳
細
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
　https://

tco
la.n

u
rsin

g
.em

o
ry

.
edu/

　
を
参
照
。

エ
モ
リ
ー
大
が
調
査
協
力
依
頼

ア
ジ
ア
人
女
性
の
大
腸
が
ん

　
単
語
を
作
成
し
て
得
点
を
競

う
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
﹁
ス
ク
ラ
ブ

ル
﹂
に
公
式
に
使
用
で
き
る
単

語
が
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に
約

５
０
０
語
追
加
さ
れ
た
。 

　
辞
典
大
手
メ
リ
ア
ム
‐
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
と
提
携
し
た
同
ゲ
ー

ム
の
単
語
集
﹃
公
式
ス
ク
ラ
ブ

ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
辞
典
﹄
の
最

新
版
に
は
、
２
〜
８
文
字
の
約

10
万
語
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

新
語
に
は
抹
茶
﹁M

A
T

C
H

A

﹂

やsituation

を

略

し

た

﹁SIT
C

H

﹂、
セ
レ
ブ
の
熱
狂

的
な
フ
ァ
ン
﹁ST

A
N

﹂、
大

型
ゴ
ミ
箱
﹁D

U
M

PST
E

R

﹂、

ア
ボ
カ
ド
の
デ
ィ
ッ
プ
の
ワ
カ

モ
ー
レ
の
略
﹁G

U
A

C

﹂、
心

地
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
デ
ン

マ
ー
ク
語
﹁H

Y
G

G
E

﹂、
Ｚ

世
代
の
人
﹁ZO

O
M

E
R

﹂
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

　
今
回
の
更
新
で
、
動
詞
の

活
用
形
も
大
幅
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
動
詞
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
た

﹁V
E

R
B

﹂

は
、V

E
R

B
E

D

やV
E

R
B

IN
G

と
し
て
も
使

え
、
名
詞A

D
U

LT

︵
大
人
︶

が
原
形
の
﹁A

D
U

LT
IN

G

﹂

は
﹁
若
者
が
大
人
ら
し
い
責
任

の
あ
る
行
動
を
す
る
﹂
と
い
う

意
味
の
動
詞
と
し
て
プ
レ
イ
で

き
る
。
名
詞
﹁V

A
X

X

﹂︵
ワ

ク
チ
ン
︶
と
動
詞
﹁V

A
X

﹂

︵
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
︶
を
活
用

し
たV

A
X

E
D

、V
A

X
IN

G

、

V
A

X
E

S

、V
A

X
X

E
D

、

V
A

X
X

IN
G

、V
A

X
X

E
S

も

す
べ
て
選
択
で
き
る
。
新
語
追

加
の
一
方
、
メ
リ
ア
ム
‐
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
は
過
去
２
年
間
で
、

同
ゲ
ー
ム
か
ら
約
２
０
０
語
の

不
快
や
不
明
な
表
現
を
削
除
し

た
。 

スクラブルが
４年ぶり更新 

「抹茶」も公式登録 

　
東
京
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ン
プ
場
︵
Ｎ
Ｙ
州

ク
ラ
リ
ー
ビ
ル
、
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
・
ロ
ー
ド
２
０
０
０
番
地
︶

で
、
年
末
か
ら
２
月
に
か
け
て

２
泊
３
日
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

こ
の
ほ
ど
、
参
加
者
の
募
集
を

開
始
し
た
。

　
四
季
折
々
の
自
然
を
満
喫
で

き
る
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
は
、

冬
季
は
例
年
降
雪
を
得
て
、
銀

世
界
や
氷
で
キ
ラ
キ
ラ
光
る

木
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
環
境
の
中
、
屋
外
で
は

雪
遊
び
、
雪
だ
る
ま
作
り
、
雪

灯
篭
作
り
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ

ン
グ
な
ど
の
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
屋
内
で
は
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
な
ど
の
工
芸
、
ま
た
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な

ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し

め
る
。

　
日
程
は
、
12
月
28
日
︵
水
︶

〜
12
月
30
日
︵
金
︶、
12
月
30

日
︵
金
︶
〜
１
月
１
日
︵
日
︶、

２
月
３
日(

金
︶
〜
２
月
５
日

︵
日
︶、
２
月
10
日
︵
金
︶
〜
２

月
12
日
︵
日
︶。
尚
、
５
歳
以

下
は
無
料
。
問
合
せ
・
申
込
み

は
　w

w
w

.y
m

catfv.org/
fam

ily/

冬
季
家
族
キ
ャ
ン
プ
開
催

東
京
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

参
加
者
を
た
だ
今
受
付
中

「枕慈童」の舞台から　Photo:Yutaka Ishida

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
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あ
る
証
券
会
社
の
社
長
さ

ん

よ

り
﹁firm

(

会

社)

が

farm
(

農
場)

に
聞
こ
え
る
と

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
秘
書
に
指
摘
さ

れ
ま
し
た
が
、
真
似
し
て
も
で

き
ま
せ
ん
。
﹂
と
い
う
ご
相
談

を
受
け
ま
し
た
。

　
発
音
の
間
違
い
は
指
摘
で
き

て
も
、
教
え
ら
れ
な
い
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
殆
ど
で

す
。
そ
れ
は
、
英
語
の
舌
は
日

本
語
よ
り
ず
っ
と
ゆ
る
い
た

め
、
両
言
語
の
舌
や
唇
や
あ
ご

の
感
覚
の
違
い
を
分
析
し
た
こ

と
が
な
い
と
、
説
明
で
き
な
い

た
め
で
す
。

　firm

とfarm

の
発
音
を

比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。firm

の
母
音
は
Ｒ
の
音
で
す
が
、

farm

の
母
音
は
二
重
母
音
。

母
音
の
途
中
か
ら
、
Ｒ
の
音
に

移
行
し
ま
す
。

　
つ
ま
りfirm
を
ク
リ
ア
に

発
音
す
る
た
め
に
は
、
子
音
の

Ｆ
音
か
ら
、
一
瞬
で
Ｒ
の
音
に

変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
と

farm

に
聞
こ
え
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
難
し
く
感
じ
る
の
は
、
日
本

語
の
固
い
舌
の
ま
ま
で
Ｒ
の
舌

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
で

す
。
日
本
人
に
必
要
な
の
は
、

簡
単
に
舌
が
ゆ
る
む
﹁
英
語
の

口
の
開
け
方
﹂
を
覚
え
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
の
ミ
ニ
動
画

で

は
、firm

とfarm

の

発

音
の
違
い
を
詳
し
く
説
明
し
ま

し
た
。

 

　
英
語
学
習
に
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
英
会
話
や
英
文
法
の

練
習
よ
り
も
先
に
、
発
音
の
基

本
を
一
通
り
覚
え
て
し
ま
う
こ

と
が
、
一
番
の
近
道
と
な
り
ま

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

firm が通じない
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
冬
の
風
物

詩 

﹁
下
関
の
虎
フ
グ
﹂
が
17
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
木

下
直
樹
さ
ん
が
輸
入
元
責
任
者

と
し
て
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
空
港
で
の
米
食
品
医
薬

品
局
︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
の
検
査
に
立

ち
会
い
、
無
事
通
関
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
21
日
全
米
の
会
員

店
に
向
け
て
発
送
さ
れ
た
。
Ｎ

Ｙ
市
で
フ
グ
を
扱
っ
て
い
る
の

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
と
割
烹

Sono

の
二
店
の
み
。
全
米
で

は
7
店
。
加
盟
店
は
コ
ロ
ナ
前

は
Ｎ
Ｙ
、
全
米
と
も
に
も
っ
と

多
か
っ
た
と
い
う
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
に
は
先
月

か
ら﹁
フ
グ
は
い
つ
入
る
の
か
﹂

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
、
待
望

の
入
荷
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

検査に立ち会うレストラン日本 CEO の木下さん（左）

NY冬の風物詩
下関虎フグ入荷

JFK空港で通関

一
日
一
日
を

ど
真
剣
に
生
き
る

心
に
描
い
たと

お
り
に
な
る

　
人
生
は
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
一

人
一
人
が
そ
の
主
人
公
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
そ
こ
で
ど
う

い
う
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
描
く
か

　
も
の
ご
と
の
結
果
は
、
心
に

何
を
描
く
か
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。
﹁
ど
う
し
て
も
成
功
し

た
い
﹂
と
心
に
思
い
描
け
ば
成

で
す
。

　
運
命
の
ま
ま
に
も
て
あ
そ
ば

れ
て
い
く
人
生
も
あ
る
か
も
知

功
し
ま
す
し
、﹁
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
、
失
敗
す
る
か
も

し
れ
な
い
﹂
と
い
う
思
い
が
心

を
占
め
る
と
失
敗
し
て
し
ま
う

5

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
心
、
精

神
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
変
え

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い

ど
お
り
に
書
い
た
脚
本
で
思
い

ど
お
り
の
主
人
公
を
演
じ
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
す
。
人
生
と

い
う
の
は
、
自
分
の
描
き
方
ひ

と
つ
で
す
。
ボ
ケ
ッ
と
し
て
生

き
た
人
と
、
ど
真
剣
に
生
き
た

人
と
で
は
、
脚
本
の
内
容
は
ま

る
で
違
っ
て
き
ま
す
。

　
自
分
と
い
う
も
の
を
大
事
に

し
、
一
日
一
日
、
一
瞬
一
瞬
を

ど
真
剣
に
生
き
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
生
は
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

の
で
す
。

　
心
が
呼
ば
な
い
も
の
が
自
分

に
近
づ
い
て
く
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
り
、
現
在
の
自
分
の
周

囲
に
起
こ
っ
て
い
る
す
べ
て
の

現
象
は
、
自
分
の
心
の
反
映
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
、
怒

り
、
恨
み
、
嫉
妬
心
、
猜
疑
心

な
ど
否
定
的
で
暗
い
も
の
を
心

に
描
く
の
で
は
な
く
、
常
に
夢

を
も
ち
、
明
る
く
、
き
れ
い
な

も
の
を
心
に
描
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
実
際
の
人
生
も
す
ば
ら

し
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932 年、鹿児島市生まれ。1959 年 4
月、京都セラミック株式会社（現京セ
ラ）を設立。2005 年からは名誉会長。
また 1984 年、第二電電企画株式会社
を設立。2000年10月、DDI（第二電電）、
KDD、IDO の合併により KDDI 株式
会社を設立。2001 年 6 月より最高顧
問。2010 年 2 月、日本航空会長に就任。
2015 年 4 月に名誉顧問。一方、1983
年から 2019 年末まで、ボランティア
で、14,938 人の経営者が集まる経営
塾「盛和塾」の塾長として、経営者の
育成に心血を注いだ。1984 年には私
財を投じ稲盛財団を設立。同時に国際
賞「京都賞」を創設し、毎年、人類社
会の進歩発展に功績のあった方々を
顕彰。（2021 年 5 月現在）

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

https://seishinjukuny.org/
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
tel:9175773969
http://kiku-ny.com
http://kkobo.com/
http://www.rostamilaw.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:9175773969
https://slidemethod.com/
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州
を
ま
た
い
で
働
く
完
全
リ
モ
ー
ト
従
業
員
へ
の
対
応
︵
そ
の
１
︶

クイック USA

114
　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
世

界
中
の
多
く
の
企
業
で
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
が
ほ
ぼ
収
束
し
た
現
在
に

至
っ
て
も
依
然
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
は
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て

従
業
員
の
働
き
方
に
す
っ
か
り

定
着
し
た
感
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
日
系
企
業
様
で
の
採
用
面

接
で
も
、
応
募
者
の
方
か
ら
ほ

ぼ
毎
回
の
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま

す
か
と
い
う
質
問
を
受
け
る
と

採
用
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
は
苦

笑
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
企
業

の
多
く
は
現
在
オ
フ
ィ
ス
勤
務

に
戻
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
完
全
に

オ
フ
ィ
ス
勤
務
に
戻
す
こ
と
は

い
ま
だ
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
を

認
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
方
の

模
様
で
す
。

　
ど
こ
の
企
業
も
離
職
率
の
高

さ
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
業
務

回
復
期
に
あ
っ
て
、
人
員
の
増

強
を
図
り
た
い
の
は
積
の
山
な

の
で
す
が
、
募
集
を
か
け
て
も

応
募
者
さ
え
も
集
ま
ら
な
い
と

い
う
た
め
息
交
じ
り
の
お
話
を

日
系
企
業
様
か
ら
は
耳
に
し
ま

す
。業
種
や
業
務
に
よ
っ
て
は
、

リ
モ
ー
ト
で
働
い
て
も
ら
え
る

と
い
う
選
択
肢
も
な
く
、
現
場

に
出
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
ほ
ど
、
求
人

を
埋
め
る
の
に
大
変
な
ご
苦
労

を
な
さ
れ
て
お
い
で
で
す
。
逆

に
応
募
者
の
方
は
リ
モ
ー
ト
で

働
け
る
職
種
を
求
め
て
他
州
に

あ
る
企
業
に
も
レ
ジ
メ
を
送
り

つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。
１
０
０

％
リ
モ
ー
ト
で
も
働
く
こ
と
の

出
来
る
職
種
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

あ
れ
ば
、
住
ん
で
い
る
場
所
を

問
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
千
載
一
遇
の
巡
り
合
わ
せ

と
い
う
こ
と
も
可
能
性
と
し
て

出
て
は
き
ま
す
が
、
現
実
問
題

と
し
て
は
制
度
面
で
か
な
り
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
が

申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

 

　
応
募
者
の
住
居
が
会
社
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
州
を
ま
た
い
で
い
る

と
い
う
こ
と
が
出
て
ま
い
り
ま

す
。
州
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
管
轄
を
受
け
る
州
の
法
律

体
系
や
徴
収
す
る
税
金
体
系
も

異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
法
律
や

税
金
は
従
業
員
が
住
む
州
の
体

系
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
原
則
ル
ー
ル
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
会
社
に
と
っ

て
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
、

大
き
な
し
わ
寄
せ
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
テ
キ
サ
ス
州
に
あ

る
日
系
企
業
で
、
リ
モ
ー
ト
で

働
く
従
業
員
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
に
住
ん
で
い
た
ら
、
テ
キ
サ

ス
州
の
法
律
で
は
な
く
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
法
律
に
準
拠
し

た
雇
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に

は
テ
キ
サ
ス
州
に
は
な
い
、
従

業
員
保
護
の
た
め
の
法
律
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
で
仕
事
を
し
て
い
る
従

業
員
に
は
テ
キ
サ
ス
の
法
律
の

適
用
だ
け
で
は
大
き
な
不
都
合

や
不
公
正
、
さ
ら
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
で
の
問
題
が
出
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com
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わ
た
し
の
仲
間
は
、
帰
国
も

緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
最

近
、
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行

っ
て
い
ま
す
。﹁
台
湾
は
、
ま

だ
ま
だ
し
っ
か
り
マ
ス
ク
し
て

い
る
﹂﹁
パ
リ
は
誰
も
マ
ス
ク

し
て
い
な
い
﹂
な
ど
、
い
ろ
ん

な
情
報
をSN

S

に
投
稿
し
て

く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

実
際
に
会
っ
て
見
て
き
た
世
界

の
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
世
界

で
聞
い
て
き
た
話
を
し
て
く
れ

た
り
し
ま
す
。

　
興
味
深
い
話
も
い
っ
ぱ
い
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と

つ
が
﹁
今
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
め

っ
ち
ゃ
元
気
で
景
気
い
い
よ
﹂

と
い
う
話
。
ロ
シ
ア
か
ら
小
麦

な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
買
い
出
し
た
ら

し
い
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

は
資
源
も
あ
っ
て
、
資
源
も
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
き
た
ら
し
い
。
人
の

不
足
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
逃

げ
て
き
た
人
の
お
か
げ
で
、
人

に
も
困
ら
な
く
な
っ
た
。﹁
ポ

ー
ラ
ン
ド
に
行
か
な
い
と
ダ
メ

だ
な
あ
﹂
と
、
そ
の
話
を
聞
い

た
わ
た
し
の
仲
間
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
目
を
向
け
た
。

　
そ
し
て
、
パ
リ
か
ら
帰
っ
て

き
た
人
が
言
っ
た
。﹁
パ
リ
は
、

日
本
ブ
ー
ム
だ
よ
﹂。
コ
ロ
ナ

前
か
ら
そ
れ
は
言
わ
れ
て
い
た

け
れ
ど
、
ま
す
ま
す
日
本
ブ
ー

ム
で
最
近
は
、
日
本
酒
だ
け
で

な
く
、
焼
酎
に
も
火
が
点
き
始

め
て
い
る
。
実
際
、
日
本
の
メ

ー
カ
ー
に
も
問
い
合
わ
せ
が
来

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
ら
暗
い
話

ば
か
り
だ
け
れ
ど
、
世
界
を
駆

け
回
っ
て
い
る
わ
た
し
の
仲
間

の
話
は
、
前
向
き
で
明
る
い
話

が
い
っ
ぱ
い
。
わ
た
し
も
早
く

海
外
に
行
き
た
く
な
り
ま
し

た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

世
界
は
動
い
て
い
る

　
日
本
航
空
は
、
来
年
５
月
に

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際

空
港
に
お
け
る
利
用
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
現
在
の
﹁
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
﹂

か
ら
﹁
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
﹂
に
変

更
す
る
と
16
日
発
表
し
た
。﹁
タ

ー
ミ
ナ
ル
８
﹂
は
、
太
平
洋
路

線
に
お
け
る
共
同
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

が
利
用
し
て
い
る
。
移
転
後
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京
を
つ
な
ぐ

日
航
運
航
便
と
、
米
国
内
お
よ

び
中
南
米
各
都
市
を
つ
な
ぐ
ア

メ
リ
カ
ン
航
空
運
航
便
と
の
乗

り
継
ぎ
の
利
便
性
が
向
上
す

る
。 

　
現
在
﹁
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
﹂
で

は
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
に
よ
る

顧
客
体
験
価
値
向
上
に
向
け
た

4
億
ド
ル
規
模
の
改
修
工
事
が

２
０
２
０
年
初
頭
よ
り
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
中
に
完
了
す

る
予
定
。
あ
ら
た
に
13
万
平
方

フ
ィ
ー
ト
以
上
か
ら
な
る
最
新

の
設
備
を
備
え
た
施
設
へ
と
拡

充
さ
れ
る
こ
と
で
、
ラ
ウ
ン
ジ

を
は
じ
め
、
多
様
な
リ
テ
ー
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

も
充
実
し
、
よ
り
快
適
な
空
間

と
な
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
新
し
い
施

設
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

２
０
２
３
年
春
に
決
定
。
こ
の

移
転
が
完
了
す
る
ま
で
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
は
引
き
続
き
現
在
の
﹁
タ
ー

ミ
ナ
ル
１
﹂
を
利
用
し
て
運
航

す
る
。
日
航
は
現
在
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
東
京
︵
羽
田
・
成

田
︶
へ
の
直
行
便
を
1
日
2
便

ま
で
運
航
し
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
ン
航
空
の
運
航
便
と
合
わ

せ
、
北
米
9
都
市
と
日
本
の
間

で
1
日
最
大
34
便
を
運
航
し
て

い
る
。

日
航
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
に
移
転

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
来
年
5
月

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
と
経
済
産
業
省
は
12
月

12
日
︵
月
︶
﹁
責
任
あ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人

権
尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
昨
今
、

企
業
活
動
に
お
い
て
﹁
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
﹂
が
重
要
テ
ー
マ
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
２
０
１
１
年

に
国
際
連
合
の
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
﹂
が

成
立
し
て
10
年
以
上
が
経
ち
、

同
原
則
に
基
づ
く
国
別
行
動
計

責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会

画
︵
Ｎ
Ａ
Ｐ
︶
が
日
本
を
含
む

世
界
の
20
か
国
以
上
で
策
定
さ

れ
た
。

　
各
国
に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
等
幅
広
い
範
囲
で
人

権
尊
重
に
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
る
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

米
国
で
は
、
強
制
労
働
に
関
連

す
る
製
品
へ
の
禁
輸
措
置
等
が

取
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
日
本
政
府
は
9

月
13
日
、
企
業
に
お
け
る
人
権

尊
重
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す

る
た
め
、﹁
責
任
あ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権

尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
公
表
し
た
。
２
０
２
１

年
秋
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

日
本
政
府
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
等
へ
の
強
い
要
望
が

示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て

策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
業
種
横

断
的
に
活
用
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

︵
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
︶
で
は
、
在
北

米
の
日
系
企
業
へ
、
経
済
産
業

省
、 

Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監

査
法
人
、
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事

務
所
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
に
直
接
携
わ
っ
た
り

関
係
し
た
講
師
を
迎
え
、
実
際

に
ど
の
よ
う
に
人
権
尊
重
の
た

め
の
実
務
を
進
め
て
い
け
ば
よ

い
か
を
具
体
的
に
解
説

す
る
。
参
加
費
無
料
。

定
員
９
０
０
人
。
開
催

日
時
：
米
東
部
時
間
は

12
月
12
日
︵
月
︶
午
後

５
時
30
分
か
ら
７
時
。

　
講
演
内
容
は
﹁
責
任

あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
等
に
お
け
る
人
権
尊

重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
策
定
の
背
景
と

概
要
︵
経
済
産
業
省 

大
臣
官
房
ビ
ジ
ネ
ス
・

人
権
政
策
室 
室
長
補

佐 

塚
田 

智
宏 
氏
︶、

﹁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
企

業
が
実
践
す
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ

ス
︵
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限

責
任
監
査
法
人 

シ
ニ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

名

越 

正
貴 

氏
︶、﹁
人
権

侵
害
に
関
連
す
る
米
国

規
制
︵
西
村
あ
さ
ひ
法

律
事
務
所 

弁
護
士 

根

本 

拓 

氏
︶。

申
し
込
み
締
め
切
り
：

日
本
時
間
12
月
10
日

︵
土
︶、
問
い
合
わ
せ

先
：
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

︵rept@
jetro.go.jp

︶

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
、
米
国
テ
キ
サ

ス
州
内
主
要
都
市
の
立
地
環
境

の
調
査
を
目
的
と
し
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
派
遣
を
実
施
す
る
。

　
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
州
経

済
の
中
心
﹁
テ
キ
サ
ス
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
﹂
に
あ
る
主
要
都
市

を
１
週
間
か
け
て
バ
ス
で
巡

る
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
サ
ン
ア

ン
ト
ニ
オ
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
そ

し
て
ダ
ラ
ス
各
都
市
の
産
業
構

造
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
違
い
を

横
比
較
で
理
解
で
き
る
。
各
地

で
の
地
元
政
府
、商
工
会
議
所
、

経
済
開
発
公
社
、
進
出
日
系
企

業
と
の
交
流
を
通
し
、
テ
キ
サ

ス
州
、
さ
ら
に
各
都
市
の
特
徴

を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
機
会

と
な
る
。
テ
キ
サ
ス
州
へ
の
進

出
、
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
検
討
し

て
い
る
日
系
企
業
に
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
実
施
は
、
２
０
２
３
年
2
月

6
日
︵
月
︶
か
ら 

2
月
10
日

︵
金
︶。
訪
問
都
市
は
米
国
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
、サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
、

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
ダ
ラ
ス
。
定

員
：
30
人
︵
最
小
催
行
人
数
10

人
︶
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、
締
め
切
り
日
前
に
募
集
を

終
了
。
参
加
希
望
者
は
、
早
め

に
申
し
込
む
こ
と
。
1
社
あ
た

り
の
参
加
人
数
を
制
限
・
調
整

す
る
場
合
が
あ
る
。

　
参
加
対
象
業
種
は
主
に
製
造

業
。
そ
の
他
、
製
造
業
を
支
え

る
関
連
業
種
。
日
本
語
、
英
語

双
方
理
解
で
き
る
人
の
参
加
を

推
奨
す
る
。
通
訳
は
同
行
す
る

が
、
行
程
が
タ
イ
ト
の
た
め
、

逐
次
通
訳
は
難
し
く
、
部
分
的

且
つ
簡
易
な
通
訳
可
能
に
留
ま

る
見
込
み
。
日
系
企
業
訪
問
の

場
合
、
日
本
語
で
の
案
内
が
可

能
な
行
程
は
日
本
語
で
行
う
。

参
加
費
：
無
料
。
た
だ
し
、
現

地
で
の
集
合
場
所
ま
で
の
往
復

移
動
、
飲
食
、
宿
泊
は
参
加
者

ご
自
身
で
の
手
配
と
な
り
、
費

用
は
自
己
負
担
。
申
込
み
締
め

切
り
：
日
本
時
間
２
０
２
２
年

12
月
23
日
︵
金
曜
︶
午
後
５
時
。

問
い
合
わ
せ
は
ジ
ェ
ト
ロ
・
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
事
務
所
︵
担
当
・

キ
リ
ア
ン
さ
ん
、
桜
内
さ
ん
︶

Ｅ
メ
ー
ル
　jetrohouston@

jetro.go.jp

申し込みは https://www.jetro.go.jp/events/nya/a6bc15e4c3690b8b.html

テ
キ
サ
ス
視
察
団

参
加
者
を
募
集
ジェトロ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
11
月

１
日
か
ら
給
与
透
明
化
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
人
材
情
報
サ
イ

ト
の
グ
ラ
ス
ド
ア
の
調
査
に
よ

れ
ば
施
行
後
２
週
間
あ
ま
り
で

す
で
に
６
割
以
上
の
企
業
が
順

守
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
給
与
透
明
化
法
は
求
人
時

に
職
務
の
給
与
を
開
示
す
る
こ

と
を
義
務
つ
け
る
も
の
で
、
最

低
賃
金
と
最
高
賃
金
の
給
与
範

囲
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
対
象
は
４
人
以
上
の
従
業

員
を
抱
え
る
雇
用
主
で
、
１
人

で
も
市
内
で
働
い
て
い
れ
ば
適

用
さ
れ
る
。
求
人
の
内
容
に
。

性
別
や
人
種
な
ど
を
理
由
に
起

き
る
不
当
な
給
与
格
差
を
是
正

し
、
公
平
な
労
働
環
境
の
整
備

を
進
め
る
が
目
的
だ
。
違
反
を

修
正
す
る
ま
で
に
30
日
間
の
猶

予
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

罰
金
は
最
大
25
万
ド
ル
。

Ｎ
Ｙ
給
与
透
明
化
法

６
割
の
企
業
が
順
守

mailto:info@tsutech.com
https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
https://www.jetro.go.jp/events/nya/a6bc15e4c3690b8b.html
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雲
丹
ト
ー
ス
ト

オ
イ
ス
タ
ー
と
セ
ロ
リ
タ
イ
ム
グ
ラ
ニ
タ

豚
バ
ラ
と
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
出
汁

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
一
駅
で

１
５
０
人
規
模
の
結
婚
披
露
宴

が
屋
上
で
で
き
る
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
、
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
に
あ

る
ザ
・
ボ
ッ
ク
ス
ハ
ウ
ス
ホ
テ

ル
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
、

彰
子
タ
ナ
ワ
ー
さ
ん
に
、
ホ
テ

ル
の
味
を
ご
家
庭
で
楽
し
め
る

料
理
を
今
回
紹
介
い
た
だ
い
た
。

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
、

イ
レ
ブ
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
や
シ
ェ

ー
ク
・
シ
ャ
ッ
ク
な
ど
を
経
営

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
王
ダ
ニ
ー
・

マ
イ
ヤ
ー
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
部

The Box House
 Hotel

77 Box St, 
Brooklyn, NY 11222
TEL: (718) 383-3800

食材

セロリジュース ................................ １カップ　
ライムジュース .............. ２テーブルスプーン　
砂糖 ....................................................... ８０g 
生牡蠣（blue point, Kumamoto oyster が
おすすめ） ....................................................６

食材
骨なしの豚バラ .................. ５００g 
塩・砂糖 .........................５０g ずつ 　
出汁 .................................. ２００ml
レモングラス .................１０センチ　
生姜 ...................................２センチ　
薄口醤油 ..........１テーブルスプーン
塩 ..............................................少々
溶き片栗粉 .......２テーブルスプーン

食材

日本の食パンまたはブリオッシュ ........１切れ　
雲丹 ....................................................... ５０g   
いくら .................................１テーブルスプン
ライムの皮のゼスト ................................ １個　　
ホーランダイズソース
卵の黄身 .................................................. ２個　
レモンジュース ..................１ティースプーン
塩 ............................................................. 少々
溶かしたバーター ...............................１２０g

　
全
て
の
材
料
を
火
に
か
け
湧

き
出
し
た
ら
火
を
止
め
、
小
さ

め
の
容
器
に
う
つ
し
、
す
ぐ
に

冷
凍
庫
に
い
れ
る
。
１
時
間
お

き
に
フ
ォ
ー
ク
で
か
い
て
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
状
に
す
る
。
５
時
間

ほ
ど
で
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
開

け
た
生
牡
蠣
に
盛
り
付
け
る
。

　
そ
の
ほ
か
盛
り
付
け
ー
チ

リ
、
金
箔
︵
あ
れ
ば
︶
、
ポ
ン

酢　
砂
糖
、
塩
を
混
ぜ
、
満
遍
な

く
豚
バ
ラ
に
ま
ぶ
す
。
プ
ラ
ス

ホ
ー
ラ
ン
ダ
イ
ズ
ソ
ー
ス

　
黄
身
と
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
と

塩
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
混
ぜ
る
。

少
し
ず
つ
、
溶
か
し
た
バ
タ
ー

を
入
れ
て
、
ウ
ィ
ス
ク
で
混
ぜ

る
。

　
パ
ン
を
２
セ
ン
チ
角
に
切
り

雲
丹
を
の
せ
、
ホ
ー
ラ
ン
ダ
イ

ズ
ソ
ー
ス
、
ラ
イ
ム
ゼ
ス
ト
、

塩
少
々
、
い
く
ら
を
盛
り
付
け

る
。

門
、
マ
イ
・
オ
ウ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
、

フ
ー
ド
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
テ
イ

ホ
テ
ル
の
味
を
家
庭
で
簡
単
に

ス
テ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
ア
イ

バ
ン
・
ラ
ー
メ
ン
な
ど
個
性
の

強
い
店
か
ら
フ
ァ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
ま
で
こ
な
す
今
年
で
キ
ッ

チ
ン
に
立
ち
17
年
目
を
迎
え
る

名
人
に
習
お
う
。

日
お
く
。
オ
ー
ブ
ン
を
３
２
５

度
に
設
置
し
２
時
間
30
分
焼

く
。

　
そ
の
間
に
出
汁
、
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
、
生
姜
、
を
鍋
に
い
れ
細

テ
ィ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
で
空
気
な
く

包
み
冷
蔵
庫
で
５
時
間
か
ら
１

火
で
５
分
。
だ
し
汁
を
コ
シ
、

も
う
１
度
鍋
に
移
し
、
醤
油
、

塩
少
々
、
溶
き
片
栗
粉
を
い
れ

る
。

　
出
来
上
が
っ
た
豚
バ
ラ
を
２

セ
ン
チ
角
に
切
り
、
上
か
ら
　

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
出
汁
を
か
け

る
。

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

事
務
局
主
催
に
よ
る
地
方
都
市

商
品
サ
ン
プ
ル
展
示
会
が
Ｊ
コ

ラ
ボ
ビ
ル
内
１
階
の
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
︵
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
︶

で
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
19
日
夜
、
Ｎ
Ｙ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
招
い
た
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

　
今
回
日
本
か
ら
出
展
し
て
い

る
の
は
、
京
都
、
倉
敷
、
鳥
羽
、

東
京
渋
谷
で
、
地
元
の
甘
酒
や

身
障
者
が
手
作
り
し
た
マ
フ
ラ

ー
、
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
日
本
よ
り
一

足
先
に
米
国
で
一
段
落
し
た
こ

と
か
ら
、
円
安
ド
ル
高
を
追
い

風
に
し
た
地
方
産
品
の
対
米
進

出
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
事
務
局
の
松
田
友
穂
さ
ん

︵
ハ
ン
デ
ィ
デ
ジ
タ
ル
取
締
役
︶

は
今
後
独
自
の
販
売
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
て
、
海
外
直
販
の
オ

ン
ラ
イ
ン
販
売
に
つ
な
げ
た
い

と
し
て
い
る
。
実
際
に
商
品
を

対
面
方
式
で
サ
ン
プ
ル
展
示
し

て
、
そ
の
商
品
の
手
触
り
感
、

実
物
感
を
体
験
す
る
の
は
、
ネ

ッ
ト
の
画
面
で
拡
大
し
て
得
ら

れ
る
情
報
よ
り
も
遥
か
に
リ
ア

ル
で
あ
る
こ
と
は
確
か
。
巣
ご

も
り
で
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
急

激
に
伸
び
た
一
方
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
の

売
り
上
げ
が
落
ち
、
ア
マ
ゾ
ン

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
展

Ｊ
コ
ラ
ボ
会
場
で
開
催
中

な
ど
で
も
大
量
の
解
雇
者
が
出

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は

米
国
で
岐
路
に
立
ち
新
た
な
チ

ャ
プ
タ
ー
に
入
っ
た
と
言
え

る
。
そ
の
意
味
で
も
対
面
の
サ

ン
プ
ル
展
示
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

に
遡
る
逆
流
顧
客
誘
導
型
が
今

後
主
流
に
な
っ
て
い
く
も
の
と

見
ら
れ
る
。

　
日
本
の
地
方
都
市
と
米
国
と

を
結
び
つ
け
る
活
動
を
長
く
続

け
て
い
る
Ｊ
コ
ラ
ボ
代
表
の
佐

賀
関
等
さ
ん
は
、こ
の
流
れ
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
急
拡
大
す

る
も
の
と
見
て
お
り
、
来
年
春

ま
で
に
同
施
設
を
改
修
工
事
し

て
さ
ら
に
商
品
構
成
を
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
可
視
化
で
き
る
よ

う
整
備
し
た
い
と
い
う
。

JAPAN テーマに
１日ホリデーマーケット

MIKA で 12 月 11 日開催

日本から来米した各都市担当者の皆さんと松田さん（左端）

鳥
羽
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
日
方
さ
ん

日
本
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン

や
お
祭
り
フ
ー
ド
が
満
載

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ロ
ー
カ
ル
の

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
ブ
ラ
ン
ド
、

日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
繋
げ

る
非
営
利
団
体U

PST
A

IR
S 

N
Y

C

は
12
月
11
日
︵
日
︶
正

午
か
ら
午
後
８
時
ま
で
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ａ
︵25 T

ham
es Street, 

B
rooklyn, N

Y
 11206

、
地

下
鉄
Ｌ
ラ
イ
ン
、
モ
ー
ガ
ン
駅

下
車
徒
歩
２
分
︶
で
、
人
気
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集
合
し
た
ホ

リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す

る
。
屋
外
パ
テ
ィ
オ
も
含
め
た

８
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
同

店
が
１
日
だ
け
ホ
リ
デ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
な
る
。
和
食
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
、
プ
ラ
イ
ム
ビ
ー
フ

ス
テ
ー
キ
︵M

t.Fuji

レ
ス
ト

ラ
ン
提
供
︶、
ラ
ー
メ
ン
、
穴

子
丼
、
神
戸
牛
寿
司
、
た
こ
焼

き
、
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
抹

茶
テ
ィ
ラ
ミ
ス
、
ほ
う
じ
茶
プ

リ
ン
、
酒
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
10
ド
ル
か
ら

15
ド
ル
で
楽
し
め
る
。
入
場
は

無
料
で
一
般
公
開
。
お
得
な

フ
ー
ド
＆
ド
リ
ン
ク
の
チ
ケ
ッ

ト
は
前
売
り
12
ド
ル
︵
ド
リ
ン

ク
１
杯
無
料
と
１
品
フ
ー
ド
が

5

ド
ル
引
き
︶。
ま
た
、
シ
ャ

ネ
ル
、
ラ
ン
コ
ム
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
やV

ogue

、E
LLE

な

ど
で
活
躍
の
超
人
気
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ーIzak

・Zenou

︵
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ゼ
ノ
ウ
︶
が

特
別
に
和
を
テ
イ
ス
ト
に
し
た

ラ
イ
ブ
ス
ケ
ッ
チ
を
人
数
限
定

で
行
う
。
ま
た
、
歌
舞
伎
背
景

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
小
野
原
和
紀

の
作
品
も
展
示
さ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.eventcreate.com

/
e/holiday-m

arket

https://goshikiprinting.com/
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
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BOOKS
　
今
か
ら
丁
度
10
年
ほ
ど
前

に
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
編
集
部

に
１
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
弁
護
士
か

ら
だ
っ
た
。
「
日
本
企
業
が
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

70
社
近
い
日
本
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
が
違
法
カ
ル
テ
ル
で

米
司
法
省
か
ら
訴
え
ら
れ
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
莫
大
な
罰
金
を

課
せ
ら
れ
、
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
刑
務
所
に

入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」。
に
わ
か
に
は
信
じ

ら
れ
な
い
話
だ
っ
た
の
で
、
電

話
番
号
だ
け
聞
い
て
電
話
を
切

っ
た
。
後
日
、
訴
追
さ
れ
て
い

る
日
本
企
業
の
リ
ス
ト
な
ど
が

フ
ァ
ク
ス
で
送
ら
れ
て
き
た
。

海
外
の
一
ロ
ー
カ
ル
新
聞
社
が

扱
う
に
は
荷
が
重
す
ぎ
る
話
だ

と
判
断
し
た
の
か
、
確
か
総
領

事
館
の
経
済
部
に
つ
な
い
で
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
な
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
は
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
士
が

言
う
よ
う
に
本
当
に
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

だ
。
自
動
車
部
品
の
カ
ル
テ
ル

で
は
、
日
本
企
業
の
日
本
国
内

で
の
カ
ル
テ
ル
行
為
が
米
国
の

法
律
や
価
値
基
準
で
米
国
の
陪

審
員
に
よ
っ
て
、
米
国
の
裁
判

所
で
司
法
取
引
を
含
む
米
国
の

裁
判
手
続
き
で
裁
か
れ
、
そ
の

結
果
、
30
人
を
超
え
る
個
人
が

１
、
2
年
の
禁
固
刑
に
服
し
、

日
本
企
業
も
総
額
３
０
０
０
億

円
も
の
罰
金
を
支
払
う
と
い
う

羽
目
に
陥
っ
た
の
だ
。
し
か
も

執
行
猶
予
な
し
で
だ
。

　
こ
の
本
の
著
者
、
秋
山
武
夫

氏
は
日
本
の
総
合
商
社
に
18
年

勤
務
し
た
後
、
米
国
で
司
法
試

験
を
受
け
て
弁
護
士
に
な
っ

た
。
そ
し
て
35
年
間
弁
護
士
と

し
て
活
躍
し
、
日
本
と
米
国
の

司
法
の
違
い
を
痛
感
し
て
書
い

た
の
が
本
書
だ
。

　
司
法
の
国
際
化
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
の
が
ア
メ
リ
カ
だ
。
独

禁
法
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
、
製
造
物
責

任
、通
商
法
等
、域
外
適
用
（
米

国
法
の
日
本
人
や
日
本
企
業
の

行
為
に
対
す
る
適
用
）
の
例
を

あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
域
外

適
用
と
は
単
に
実
体
法
の
み
な

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
手
続
き
法

に
従
う
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本

で
の
一
通
の
メ
ー
ル
が
ア
メ
リ

カ
の
証
拠
開
示
手
続
き
の
も
と

で
、
裁
判
所
の
前
に
持
ち
だ
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
人
陪
審
員
の
持

つ
尺
度
や
偏
見
で
判
断
さ
れ
、

民
事
賠
償
の
み
な
ら
ず
、
刑
事

上
の
懲
罰
の
た
め
の
決
定
的
な

証
拠
と
な
る
。「
急
速
に
進
む

司
法
の
国
際
化
・
日
本
に
備
え

は
あ
る
の
か
・
待
っ
た
な
し
の

司
法
改
革
と
日
本
企
業
の
対
応

策
」
を
米
国
の
法
律
や
制
度
に

つ
い
て
具
体
例
を
も
と
に
解

説
、
日
本
の
企
業
の
対
応
策
や

日
本
司
法
の
制
度
改
革
に
つ
き

提
言
し
て
い
る
。

  
か
つ
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
購
入
し
た
コ

ー
ヒ
ー
を
こ
ぼ
し
て
や
け
ど
を

負
い
、
同
社
か
ら
懲
罰
的
損
害

賠
償
を
含
め
３
０
０
万
ド
ル
近

く
の
賠
償
の
陪
審
員
評
決
を
勝

ち
取
っ
た
女
性
の
話
は
「
訴
訟

大
国
、
ア
メ
リ
カ
の
と
ん
で
も

な
い
事
例
」
と
し
て
日
本
で
も

話
題
と
な
っ
た
が
、
前
述
の
自

動
車
部
品
カ
ル
テ
ル
も
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
火
傷
訴
訟
も
ア
メ
リ

カ
人
か
ら
す
れ
ば
全
く
「
と
ん

で
も
な
い
訴
訟
」
で
は
な
い
の

だ
。

　
前
者
は
日
本
の
カ
ル
テ
ル
で

ア
メ
リ
カ
の
消
費
者
が
不
当
に

高
い
自
動
車
を
買
わ
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
賠
償
、
後
者
は
、

将
来
起
こ
り
う
る
同
様
の
事
故

か
ら
何
百
、
何
千
と
い
う
被
害

者
が
救
わ
れ
た
と
い
う
考
え
方

だ
。著
者
の
秋
山
さ
ん
は
言
う
。

米
国
の
司
法
は
白
黒
を
つ
け
る

も
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
と
る
か
の
問
題
だ
と
。
天

秤
に
か
け
て
ど
ち
ら
が
重
い

か
。
い
か
に
妥
協
し
て
折
り
合

い
を
つ
け
る
か
が
肝
心
な
の
だ

と
。
訴
訟
を
続
け
れ
ば
時
間
と

費
用
が
か
か
る
だ
け
で
、
ど
こ

か
で
妥
結
の
糸
口
を
見
つ
け
る

の
が
得
策
だ
と
。
　
　（
三
浦
）

アメリカに裁かれる日本企業
秋山武夫・著

幻冬舎・刊

■羽生結弦語録（羽生結弦、ぴあ）2015 年刊『羽生結弦語録』
に続くフォト＆メッセージ集第 2 弾。2015 〜 16 シーズ
ンから 21 〜 22 シーズンまでの記者会見・囲み取材・イ
ンタビューで語られた羽生結弦選手の言葉を収録した語録
集。進化へのさらなる挑戦、悔しさを超えた勝利への執念、
王者としての孤独、応援してくれる人々への感謝、そして
希望を力に変える思いが語られる。■毒島刑事最後の事件

（中山七里、幻冬舎文庫）佐々木蔵之介主演でドラマ化も
された人気の作家刑事・毒島シリーズ。皇居周辺で 2 人の
男が射殺された。警視庁一の検挙率を誇る毒島は犯罪者を
毒舌で追い詰めることが生きがいであり、チンケな犯人と
挑発し、頭脳戦を仕掛ける。毒島が刑事を辞める前の最後
の事件。■夏日狂想（窪美澄、新潮社）女優になる夢を捨
てきれない礼子は故郷の広島を飛び出す。大正から戦後の
昭和にかけて、詩人、作家、評論家…さまざまな文学者た
ちとの激しい恋。中原中也・小林秀雄との三角関係で知ら
れる女優長谷川泰子がモデルの完全なフィクション。■危
機の地政学（イアン・ブレマー、日本経済新聞出版）人類
の存亡を脅かす 3 つの危機「パンデミック、気候変動、テ
クノロジーの脅威」に直面していると警鐘を鳴らす著者は、
地政学の第一人者で地政学的リスク分析を専門とするコン
サルティング会社ユーラシア・グループ創業者。歴史を振
り返り、人類が危機を乗り越えるために必要な力についても語る。■残され
たつぶやき（山本文緒、角川文庫）病気であることを隠し、突然の訃報から
1年が経った人気作家、山本文緒のエッセイ集。書籍初収録エッセイをはじめ、
2008 年から 21 年までの 13 年に及ぶミクシィの日記、ツイッター、インス
タなどSNSの日記を中心に構成。山本自身が撮影した写真も掲載されている。
■ケーキの切れない非行少年たちのカルテ（宮口幸治、新潮新書）精神科医
の六麦克彦は、医局から派遣された要鹿之原少年院に勤務して 5 年になる。
加害者の少年は知的障がいや自閉症などがあり、保護されてしかるべき被害
者だった。六麦先生がそんな少年たちを何とかしようとする。2019 年に刊
行した『ケーキの切れない非行少年たち』を著者自ら小説化した本。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
羽
生
結
弦
選
手
の
フ
ォ
ト
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
。
人
気
刑
事
の
最
後
の
事
件
。
作
家
と
詩

人
に
愛
さ
れ
た
実
在
の
女
優
が
モ
デ
ル
の
物
語
。
直
面
す
る
危
機
か
ら
脱
す
る
に
は
。
昨

年
亡
く
な
っ
た
山
本
文
緒
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
自
ら
小
説
化
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

酸
っ
ぱ
い
葡
萄
の
改
心

The Sour Grape 
HarperCollins Publishers

by Jory John
 Pete Oswald 

　
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
Ｎ
Ｙ
タ

イ
ム
ズ
紙
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
フ
ー

ド
グ
ル
ー
プ
シ
リ
ー
ズ
第
6
弾

の
絵
本
。
サ
ワ
ー
・
グ
レ
ー
プ

は
、
あ
ら
ゆ
る
理
由
で
恨
み
を

抱
く
。
ラ
イ
ム
が
借
り
た
ス
カ

ー
フ
を
返
し
て
く
れ
な
い
か

ら
恨
む
？ 

オ
レ
ン
ジ
が
電
話

を
か
け
て
こ
な
い
か
ら
恨
む
？ 

あ
る
時
、
友
人
が
説
明
も
聞
か

ず
に
サ
ワ
ー
・
グ
レ
ー
プ
を
恨

ん
だ
と
き
、
サ
ワ
ー
・
グ
レ
ー

プ
は
恨
み
が
い
か
に
不
当
な
も

の
か
を
思
い
知
る
。
た
く
さ
ん

の
許
し
と
思
い
や
り
が
あ
れ

ば
、
サ
ワ
ー
・
グ
レ
ー
プ
を
甘

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
笑
い

あ
り
、
教
訓
あ
り
の
盛
り
だ
く

さ
ん
の
本
作
は
、
力
強
く
、
ウ

ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
、
魅
力
的
な

絵
本
だ
。
　
　
　
　
　
　（
三
）

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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美
肌
を
再
生
す
る
プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ

21
　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
今
日

本
で
も
話
題
の
最
新
美
容
﹁
プ

ロ
フ
ァ
イ
ロ
﹂
を
導
入
し
ま
し

た
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ
と
は
、
現

在
の
美
容
医
療
の
市
場
で
、
最

も
高
濃
度
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

 (

Ｈ
Ａ) 

を
含
む
次
世
代
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
肌
再
生
を
促
し
、
皮
膚
細

胞
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
効
果
に
よ

っ
て
自
然
の
美
し
さ
を
実
現
す

る
再
生
医
療
の
技
術
を
活
用
し

た
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
治
療
で
す
。

し
わ
を
ふ
っ
く
ら
さ
せ
て
埋
め

る
だ
け
で
な
く
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

と
エ
ラ
ス
チ
ン
の
生
成
を
刺
激

し
、
肌
の
ト
ー
ン
、
水
分
補
給
、

小
じ
わ
の
出
現
を
改
善
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
肌
の
質
が
改

善
さ
れ
最
大
約
6
か
月
間
持
続

し
ま
す
。
特
に
今
ま
で
の
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
と
違
う
の
は
、
プ
ロ

フ
ァ
イ
ロ
体
か
ら
水
分
を
吸
収

し
て
閉
じ
込
め
る
ハ
イ
ド
レ
ー

タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
。

こ
の
効
果
に
よ
り
非
常
に
高
い

水
分
補
給
が
期
待
で
き
ま
す
。

く
す
み
が
ち
な
肌
に
輝
き
が
戻

り
、
小
じ
わ
が
消
え
、
肌
が
よ

り
滑
ら
か
で
引
き
締
ま
っ
た
こ

と
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
保
湿

効
果
は
治
療
後
直
ぐ
に
実
感
が

で
き
ま
す
の
で
、
肌
の
乾
燥
が

激
し
く
な
る
冬
場
に
は
と
て
も

適
し
て
い
る
の
で
す
。
肌
の
く

ぼ
み
を
埋
め
る
治
療
と
、
高
い

保
湿
効
果
の
両
方
の
効
果
を
備

え
た
次
世
代
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

治
療
を
皆
さ
ま
に
い
ち
早
く
お

試
し
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
特

別
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ご
用
意
い

た
し
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ

の
2
回
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ご
購
入

の
方
に
は
、
目
元
ま
わ
り
の
バ

イ
オ
リ
バ
イ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
2
回
無
料
と
な
り
ま
す
。
バ

イ
オ
と
は
肌
の
浅
い
部
分
に
柔

ら
か
い
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
細
か

く
注
入
し
て
い
く
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
。
目
元
の
お
悩
み
が
改
善

し
た
と
い
う
お
客
様
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

毎
年
恒
例
の
ホ
リ
デ
ー
特
別
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。
年
末

の
ご
自
分
へ
の
ギ
フ
ト
と
し
て

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon &
 Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

　
日
本
の
女
性
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

で
﹁
闘
う
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
﹂

の
異
名
を
持
ち
、
今
年
５
月
ま

で
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子
世
界
ス
ー
パ
ー

フ
ラ
イ
級
王
者
と
し
て
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
君
臨
し
た

吉
田
実
代
選
手
︵
34
︶
が
こ
の

ほ
ど
来
米
し
、
２
日
、
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ボ
ク
シ
ン

グ
ジ
ム
﹁
グ
リ
ー
ソ
ン
ズ
・
ジ

ム
﹂
︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
︶
を
拠

点
に
活
動
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
同
ジ
ム
は
、
モ
ハ
メ
ド
・

ア
リ
、
マ
イ
ク
・
タ
イ
ソ
ン
ら

多
数
の
名
世
界
王
者
を
生
み
出

し
、
米
国
に
お
け
る
名
門
ジ
ム

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
第
5
代
・
第

7
代
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子
世
界
ス
ー
パ

ー
フ
ラ
イ
級
王
者
。
第
6
代
Ｏ

Ｐ
Ｂ
Ｆ
東
洋
太
平
洋
女
子
バ
ン

タ
ム
級
王
者
。
初
代
日
本
女

子
バ
ン
タ
ム
級
王
者
と
２
階

級
制
覇
し
た
実
力
の
持
ち
主
。

１
９
８
８
年
、
鹿
児
島
県
で
生

ま
れ
た
。
小
学
2
年
〜
中
学
1

年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し

て
活
躍
。
中
学
卒
業
と
と
も
に

母
親
の
も
と
を
離
れ
、
仕
事
を

し
な
が
ら
通
信
制
の
高
校
を
卒

業
。
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

4
月
に
、
格
闘
技
未
経
験
で
ハ

か
っ
た
。
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の

が
５
年
前
、
座
間
の
米
軍
基
地

で
行
っ
た
試
合
の
時
に
、
運
営

を
担
当
し
て
い
た
あ
る
日
本
人

が
言
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
吉
田

さ
ん
の
実
力
と
ス
タ
ー
性
を
見

出
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く

な
ら
自
分
が
元
い
た
有
名
ジ
ム

を
紹
介
し
て
あ
げ
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
最
後
に
交
信
し
た

メ
ー
ル
は
３
年
く
ら
い
前
。
メ

ー
ル
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
連
絡

が
つ
き
、
事
情
を
話
す
と
、
そ

の
有
名
ジ
ム
と
い
う
の
が
グ
リ

ー
ソ
ン
ジ
ム
だ
っ
た
。
早
速
９

月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ム
を

ワ
イ
に
単
身
格
闘
技
留
学
、
キ

ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
習
っ
た
の

が
こ
の
世
界
に
入
る
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
デ
ビ

ュ
ー
後
に
結
婚
し
、
２
０
１
５

年
4
月
に
長
女
を
出
産
す
る
も

離
婚
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
格

闘
技
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
き
た
。

　﹁
５
月
の
試
合
で
勝
っ
て
も

負
け
て
も
海
外
で
勝
負
し
た

い
﹂
と
思
っ
て
い
た
。
タ
イ
ト

ル
を
失
っ
た
こ
と
で
逆
に
吹
っ

切
れ
た
。
８
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
メ
イ
ウ
エ

ザ
ー
の
ジ
ム
な
ど
を
訪
ね
て
渡

米
の
チ
ャ
ン
ス
を
探
っ
た
が
、

ビ
ザ
の
な
い
外
国
人
が
米
国
の

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
専
属
契
約
を

結
ぶ
の
は
至
難
の
ワ
ザ
だ
と
分

訪
ね
た
。
錚
々
た
る
人
物
が
出

入
り
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
ス
レ
ー
マ
ン
会
長
が

い
て
、
自
己
紹
介
し
た
ら
自
分

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。﹁
ア

メ
リ
カ
で
闘
い
た
い
﹂
と
の
思

い
を
伝
え
た
と
こ
ろ
﹁
で
は
、

ビ
ザ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て

く
れ
そ
う
な
人
に
手
紙
を
出
し

て
あ
げ
よ
う
﹂
と
言
っ
て
く
れ

た
。
秘
書
の
ジ
ル
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
グ
リ
ー
ソ
ン
ジ
ム
の
オ

ー
ナ
ー
、
ブ
ル
ー
ス
・
シ
ル
バ

ー
グ
レ
ー
ド
の
推
薦
状
を
取
り

付
け
て
く
れ
、
米
ボ
ク
シ
ン
グ

界
の
重
鎮
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、ル
・

デ
ィ
ベ
ラ
氏
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。
最
初
は
日
本
か
ら
通
っ
て

米
国
で
闘
い
た
い
と
伝
え
た
が

デ
ィ
ベ
ラ
氏
は
﹁
そ
ん
な
生
半

可
な
気
持
ち
じ
ゃ
ダ
メ
だ
。
娘

を
連
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
り
住

む
覚
悟
が
あ
る
ん
な
ら
面
倒
見

る
﹂
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。

　
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

日
本
国
内
の
所
属
事
務
所
を
退

会
、
東
京
の
家
も
引
き
払
い
、

７
歳
の
娘
の
学
校
も
退
学
手
続

き
し
て
﹁
子
連
れ
移
住
で
や
っ

て
き
ま
し
た
﹂
と
伝
え
た
ら
、

今
月
２
日
、
す
ぐ
に
デ
ィ
べ
ラ

氏
が
契
約
し
て
く
れ
た
。
来
年

２
月
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
米

国
デ
ビ
ュ
ー
戦
が
早
く
も
組
ま

れ
て
い
る
。﹁
娘
に
支
え
ら
れ

て
頑
張
れ
ま
す
。
本
当
に
母
は

強
し
で
す
ね
﹂。
米
国
で
﹁
闘

う
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
﹂
の
再
出

発
だ
。

   

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

闘
う
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
名
門
ジ
ム
拠
点
に
米
で
再
出
発

女子プロボクサー

２階級制覇元世界チャンピオン

吉田 実代さん

Instagram miyo_yoshida
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
中

等
部
の
生
徒
が
10
日
、
サ
マ
セ

ッ
ト
に
あ
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
・
ミ

ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
徒
た
ち
と
の

対
面
で
は
や
や
緊
張
し
た
面
持

ち
だ
っ
た
が
、
相
手
の
笑
顔
や

親
切
な
関
わ
り
に
Ｎ
Ｊ
校
生
の

表
情
も
次
第
に
ほ
ぐ
れ
、
打
ち

解
け
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ

た
。

　
午
前
2
時
間
、
午
後
1
時
間

の
授
業
参
加
を
通
し
て
、
ラ
テ

ン
語
な
ど
様
々
な
言
語
の
授
業

が
あ
る
こ
と
、
生
徒
自
身
が
受

講
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
、
担

当
の
先
生
の
教
室
に
生
徒
が
移

動
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
な

ど
、
Ｎ
Ｊ
校
と
の
違
い
に
気
づ

い
た
生
徒
た
ち
。
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
や
休
み
時
間
に
は
さ
ら
に
交

流
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
に
学
習

し
て
き
た
英
語
表
現
を
会
話
の

中
で
使
う
こ
と
が
で
き
た
と
実

感
し
た
り
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
機
会
を
得
た
り
す
る
生

徒
も
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
中
断

し
、
今
回
の
参
加
者
は
全
員
初

め
て
の
訪
問
と
な
っ
た
。﹁
人

と
人
を
繋
げ
る
言
語
は
と
て
も

重
要
で
、
様
々
な
言
語
を
身
に

つ
け
れ
ば
身
に
つ
け
る
ほ
ど
た

く
さ
ん
の
人
と
交
流
で
き
、
人

生
が
よ
り
豊
か
に
な
る
と
思

う
﹂
生
徒
の
感
想
か
ら
、
は
じ

め
こ
そ
戸
惑
い
は
あ
っ
た
も
の

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
や
り
と
り

を
通
し
、
外
国
語
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
興
味

が
増
す
一
日
と
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
た
。

ラトガース中
を訪問

NJ 日本人学校の中等部

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
６
年

生
が
15
日
、
ア
ー
ト
科
移
動
教

室
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
西
53

丁
目
に
あ
る
Ｎ
Ｙ
近
代
美
術
館

︵
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
︶
を
訪
問
し
た
。

　
美
術
館
に
着
く
と
、
ま
ず
最

初
に
学
芸
員
に
よ
る
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
３

つ
の
絵
画
を
鑑
賞
し
た
。
学
芸

員
か
ら
絵
に
対
す
る
作
者
の
想

い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
自
分
の
想
い
を
絵
に
し
た

り
、
絵
を
見
て
感
じ
た
こ
と
や

気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し

た
り
し
た
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど

世
界
的
名
画
を
目
の
前
に
、
思

い
思
い
の
感
想
を
も
ち
な
が
ら

鑑
賞
を
し
た
子
供
た
ち
。
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
、﹁
も

っ
と
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
た
い
﹂

﹁
ま
た
家
族
で
来
た
い
﹂
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
学
芸
員
か
ら

説
明
や
講
習
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
、
作
品
の
鑑
賞
の
仕
方

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

世
界
的
に
有
名
な
芸
術
家
の
作

品
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
芸
術

へ
の
関
心
を
高
め
る
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
。

名
作
に
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
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デ
ジ
タ
ル
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 www.nyseikatsu.com
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
るA

lto 

日
本
語
補

習
校
︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。今
回
の
実
施
は
、

土
曜
日
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
部
門

の
高
学
年
の
児
童
が
取
り
組
ん

だ
﹁
都
道
府
県
マ
イ
ス
タ
ー
﹂

の
発
表
。
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
都
道
府
県
を
選
ん
で
、
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う
調
べ

学
習
と
発
表
を
行
う
活
動
。
主

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

名
産
品
や
観
光
名
所
な
ど
を
調

べ
た
が
、
そ
の
過
程
で
日
本
語

の
タ
イ
ピ
ン
グ
や
、
漢
字
の
読

み
方
も
学
ん
だ
。
発
表
用
の
パ

ネ
ル
に
は
、
情
報
を
書
く
だ
け

で
な
く
、
よ
り
魅
力
が
伝
わ
る

写
真
を
選
ん
で
貼
っ
た
り
、
発

表
の
練
習
を
し
た
り
し
て
、
児

童
た
ち
は
お
よ
そ
２
か
月
に
渡

っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　
発
表
当
日
は
、
保
護
者
や
低

学
年
の
児
童
が
お
客
さ
ん
に
な

っ
て
、
各
パ
ネ
ル
を
見
て
回
っ

た
。﹁
こ
の
食
べ
物
に
は
何
が

入
っ
て
い
ま
す
か
﹂﹁
ど
う
し

て
こ
の
県
を
調
べ
よ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
か
﹂
な
ど
と
、
出
て

き
た
お
客
さ
ん
の
質
問
に
も
し

っ
か
り
答
え
た
。
自
分
の
家
族

に
発
表
す
る
気
恥
ず
か
し
さ
を

時
折
見
せ
な
が
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
は
自
分
の
発
表
を
立
派
に

成
し
遂
げ
た
様
子
だ
っ
た
。

プロジェクト発表
日本語補習校のAlto 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

は
12
月
上
旬
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
地
域
の
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会
を
実
施
す

る
。
今
年
度
は
対
面
や
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
、
各
地
域
に
応
じ
た

説
明
会
を
準
備
し
て
い
る
。
直

接
、
校
舎
に
入
っ
て
の
見
学
が

で
き
る
地
域
も
あ
る
。
説
明
会

参
加
は
要
予
約
。
当
日
の
参
加

も
、
要
相
談
。
各
校
の
説
明
会

開
催
日
は
次
の
通
り
。
開
催

時
間
、
募
集
ク
ラ
ス
な
ど
の

詳
細
は
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

JapaneseSchool.org

参
照
。

▽
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
り
ん
ご

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
全
部

門
　
対
面
に
よ
る
説
明
会
＝
12

月
４
日
︵
日
︶
▽
育
英
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

校
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
説
明

会
＆
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
＝
12
月

3
日
︵
土
︶
▽
育
英
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
　
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト

ン
校
・
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
説
明
会
＝
12
月
3
日︵
土
︶

▽
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ビ

デ
オ
録
画
に
よ
る
説
明
会
＝
公

開
日
12
月
2
日
︵
金
︶
学
園
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
、
ビ
デ
オ

録
画
に
よ
る
各
説
明
会
を
そ
れ

ぞ
れ
公
開
。

入
学
説
明
会
を
開
催

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
校
で
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
11
日
、

２
０
２
３
年
度
入
学
・
学
校
説

明
会
を
開
催
し
た
。
対
面
で
の

説
明
会
は
２
年
ぶ
り
。
ま
ず
学

長
が
挨
拶
を
兼
ね
、
リ
セ
が
日

本
人
学
校
と
フ
ラ
ン
ス
人
学
校

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
そ
し
て
日
本
人
学
校
校
長

の
挨
拶
後
、
担
当
者
か
ら
全
日

課
程
幼
児
部
、
土
曜
課
程
幼
児

部
・
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
な
ど
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

や
指
導
方
針
、
そ
し
て
来
年
度

の
出
願
手
続
き
方
法
が
表
や
写

真
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
。
質

疑
応
答
の
時
間
で
は
、
子
ど
も

の
将
来
を
熱
心
に
考
え
る
何
人

も
の
保
護
者
の
手
が
挙
が
っ

た
。
最
後
は
校
校
内
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
設
備
を
見
学
し
た
。
同

校
は
随
時
、
見
学
も
受
け
付
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

は

Ｅ

メ

ー

ル

ja
p

a
n

e
s

e
s

c
h

o
o

l@
lyceum

kennedy.org
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

学
校
説
明
会

https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
http://villagewellusa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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今
年
９
月
に
開
校
し
た
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
﹁
国
際
高
等
学

校
﹂
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

を
12
月
４
日
︵
日
︶
実
施
す
る
。

北
米
在
住
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
と
な
り
、
東
部
時
間
の
午

後
１
時
開
催
。
参
加
に
は
予
約

が
必
要
。
　

　
同
校
は
、
次
世
代
で
活
躍
で

き
る
国
際
感
覚
を
備
え
た
リ
ー

ダ
ー
育
成
と
独
創
性
の
高
い

教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め

２
０
２
２
年
9
月
、
愛
知
県
日

進
市
に
開
校
し
た
全
寮
制
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ー
デ

ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
。
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
カ
ロ
レ
ア
の
デ

ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
名
古
屋
国
際
中
学

校
・
高
等
学
校
、
4
年
間
の

大
学
生
活
を
全
て
英
語
授
業

の
み
で
卒
業
を
可
能
と
す
る

G
lobalB

B
A

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

有
す
る
名
古
屋
商
科
大
学
、
更

に
世
界
3
大
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１

つQ
S E

M
B

A

ラ
ン
キ
ン
グ

で
国
内
1
位
と
非
常
に
高
く
評

価
さ
れ
るN

U
C

B

ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
学
校
法

人
栗
本
学
園
が
、
近
年
さ
ら
に

加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お

い
て
中
部
地
区
を
支
え
る
た
め

新
し
く
開
設
し
た
。
多
国
籍
の

生
徒
を
国
内
外
か
ら
広
く
受
け

入
れ
、﹁
リ
ー
ダ
ー
教
育
﹂
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
教
育
環
境

で
世
界
標
準
の
魅
力
あ
る
高
等

学
校
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
込
む
。

h
ttps://ic.n

u
cba.ac.jp/

jp
/

e
v

e
n

t/
s

e
s

s
io

n
/

entry-23956.htm
l

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

国
際
高
等
学
校
12 月 4 日

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
︵
高
畑
誠
校
長
︶
は
12
日
、

剣
道
︵
放
課
後
ク
ラ
ブ
︶
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
12
月
か
ら
剣
道
ク
ラ
ブ
が

開
設
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
た
い
と
講
師
と

保
護
者
が
企
画
し
準
備
。
会
場

と
な
っ
た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は

保
護
者
と
児
童
生
徒
あ
わ
せ
て

１
６
０
人
が
集
ま
っ
た
。
用
意

し
た
椅
子
で
は
足
り
ず
に
、
立

ち
見
の
人
も
で
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
。﹁
大
き
な
声
を
出
せ
る

よ
う
に
な
る
。
武
道
の
心
を
学

び
、
礼
法
が
身
に
つ
く
。
日
本

文
化
を
体
感
で
き
る
。
い
ざ
と

い
う
時
の
護
身
術
と
な
る
﹂
と

い
う
剣
道
の
良
い
面
を
ア
ピ
ー

ル
。
見
学
者
は
剣
士
達
の
気
合

い
の
入
っ
た
模
範
演
技
に
見
入

っ
て
い
た
。
見
学
し
て
い
る
と

自
然
と
背
筋
が
伸
び
、
演
技
が

終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
が
剣
士

達
に
送
ら
れ
た
。
今
後
、
月
1

回
の
予
定
で
剣
道
ク
ラ
ブ
が
開

催
さ
れ
る
。
今
年
の
5
月
か
ら

﹁
将
棋
ク
ラ
ブ
﹂﹁
茶
の
湯
ク
ラ

ブ
﹂
も
放
課
後
に
行
わ
れ
て
お

り
、
児
童
生
徒
達
は
日
本
文
化

に
触
れ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
。

剣
道
ク
ラ
ブ
開
設

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
、
児
童
生

徒
数
　
99
人
︶
は
、11
月
14
日
、

初
等
部
で
Ｎ
Ｙ
児
童
文
化
の
会

の
6
人
を
招
き
﹁
お
話
し
会
﹂

を
行
っ
た
。
今
回
は
、
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
、
絵
描
き
歌
、

朗
読
、
人
形
劇
、
ゲ
ー
ム
、
そ

し
て
、
あ
や
と
り
を
教
え
て
も

ら
い
、
お
話
し
を
通
し
て
図
書

に
触
れ
る
こ
と
に
加
え
、
日
本

の
文
化
に
も
親
し
む
こ
と
が
で

き
た
。

　
特
に
、人
気
が
あ
っ
た
の
は
、

指
人
形
劇
﹁
な
か
よ
し
﹂
だ
っ

た
。
片
手
の
軍
手
と
顔
だ
け
の

シ
ン
プ
ル
な
二
人
の
ユ
ニ
ー
ク

な
や
り
と
り
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
、
笑
い
声
が
絶
え
な
か
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
﹁
今
日

の
本
は
す
ご
く
楽
し
く
て
、
ま

た
読
み
た
く
な
り
ま
し
た
﹂﹁
今

日
の
お
か
げ
で
お
話
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
﹂
な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　
新
し
く
移
転
し
た
校
舎
の
図

書
館
で
開
催
さ
れ
た
お
話
会
。

学
校
の
図
書
委
員
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
読
み
聞
か
せ
を
は
じ

め
と
す
る
読
書
週
間
の
活
動
に

も
大
い
に
刺
激
と
な
っ
た
１
日

だ
っ
た
。

お話し会に笑顔
NY 日本人学校

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
︵
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
︶
は
12

日
、
中
学
部
高
等
部
合
同
の
百

人
一
首
大
会
を
行
っ
た
。
２
人

１
組
で
対
戦
す
る﹁
源
平
合
戦
﹂

の
ル
ー
ル
で
中
学
生
13
人
、
高

校
生
13
人
が
畳
の
上
な
ら
ぬ
テ

ー
ブ
ル
の
上
で
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。
　

　
和
歌
の
朗
詠
が
流
れ
だ
す

と
、
中
高
生
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
札
を
見
つ
め
た
。
こ
の
日

の
た
め
に
句
を
暗
記
し
て
き
た

生
徒
も
多
く
、
上
の
句
を
聞
い

て
す
ぐ
に
札
を
探
し
始
め
、
自

陣
ば
か
り
で
な
く
敵
陣
の
札
を

と
っ
た
り
、
取
り
札
に
同
時
に

手
が
伸
び
た
り
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
火
花
を
散
ら
し
た
。
優
勝
チ

ー
ム
は
、
高
２
女
子
と
中
２
男

子
の
ペ
ア
。
合
計
55
枚
を
取
っ

て
一
早
く
試
合
を
終
了
さ
せ

た
。

　
取
り
札
最
多
賞
は
、
優
勝
チ

ー
ム
の
高
２
女
子
が
獲
得
、
２

枚
の
賞
状
を
手
に
し
た
。
生
徒

ら
は
﹁
盛
り
上
が
っ
て
い
い
思

い
出
に
な
っ
た
﹂ ﹁
チ
ー
ム
で

で
き
て
よ
か
っ
た
﹂﹁ 

違
う
学

年
の
生
徒
と
話
せ
た
﹂と
話
し
、

札
を
取
れ
た
喜
び
と
取
ら
れ
た

悔
し
さ
の
余
韻
に
浸
り
つ
つ
も

み
な
笑
顔
で
楽
し
ん
だ
。

　
ま
た
、
百
人
一
首
大
会
後
、

中
学
生
は
４
つ
の
日
本
文
化
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
書
、
水

引
、
将
棋
、
折
り
紙
か
ら
自
分

の
希
望
す
る
２
つ
を
体
験
。
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を

作
り
上
げ
、
将
棋
で
は
時
間
い

っ
ぱ
い
ま
で
勝
負
に
熱
中
し

た
。

　
日
頃
、
現
地
校
と
の
両
立
に

苦
労
し
な
が
ら
日
本
語
学
習
を

続
け
て
い
る
中
高
生
に
と
っ

て
、
当
日
は
日
本
文
化
を
体
験

し
な
が
ら
学
年
を
超
え
て
交
流

を
楽
し
む
有
意
義
な
一
日
と
な

っ
た
。

百人一首
フィラデルフィア日本語補習授業校

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
は
11
月
15
日
、

七
五
三
集
会
を
行
っ
た
。
ま
ず

始
め
に
校
長
か
ら
﹁
校
長
先
生

は
、
毎
日
皆
さ
ん
の
こ
と
を
よ

く
見
て
い
ま
す
よ
。
心
も
体
も

元
気
に
育
ち
、
そ
し
て
学
校
に

来
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
ね
﹂
と
お
祝
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

職
員
が
写
真
を
用
い
な
が
ら
、

七
五
三
の
由
来
や
習
わ
し
を
説

明
し
た
。
き
れ
い
な
着
物
を
着

た
子
ど
も
の
写
真
を
見
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
﹁
そ
れ
着
た
こ

と
あ
る
！
﹂﹁
そ
れ
は
私
で
す

か
？
﹂
な
ど
と
か
わ
い
い
反
応

が
み
ら
れ
た
。
こ
の
日
の
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
は
﹁
大
き
く

な
っ
た
﹂
と
題
す
る
、
生
ま
れ

た
時
と
現
在
の
写
真
、
身
長
、

体
重
が
記
載
し
て
あ
る
冊
子
を

用
意
し
て
い
た
が
、集
会
で
は
、

1
人
1
人
の
そ
の
冊
子
を
お
友

達
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
お
友
達
の
赤
ち
ゃ

ん
の
時
の
写
真
を
み
る
と
、
目

が
う
っ
と
り
。﹁
か
わ
い
す
ぎ

る
。﹂﹁
目
が
に
て
い
る
ね
。﹂﹁
泣

い
ち
ゃ
う
か
ら
お
し
ゃ
ぶ
り
し

て
い
る
の
か
な
﹂
な
ど
と
コ
メ

ン
ト
し
な
が
ら
、
と
て
も
興
味

深
く
眺
め
て
い
た
。
紹
介
が
終

わ
る
た
び
に
、
み
ん
な
で
﹁
お

め
で
と
う
﹂
と
一
人
一
人
に
拍

手
を
送
っ
た
。
最
後
に
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
袋
に
入
っ
た
千

歳
飴
が
校
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た

時
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
そ

う
な
が
ら
と
て
も
う
れ
し
そ
う

な
笑
み
を
浮
か
べ
て
﹁
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。﹂
と
大

事
に
受
け
取
っ
て
い
た
。

七
五
三
集
会

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html


俳人

大高翔
SHO OTAKA

1977年徳島県生まれ。 俳
人。13歳より作句。ラ
イフワークとして、子供
たちや初心者への作句指
導を行う。近著に入門書
『ゼロから始める俳句入
門』、最新句集『帰帆(き
はん )』。藍花（あいば
な）俳句会副主宰、俳人
協会幹事、京都芸術大学
非常勤講師、日本ペンク
ラブ会員。公式サイト
http://www.shootaka.jp

【英語俳句審査員】俳人・編集者

スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、
同書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上
の国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人

江坂衣代
KINUYO ESAKA
1988年〜
     大串章主催俳句結社
     百鳥所属同人
2001年〜09年
 NY句会設立・代表
2014年〜
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソング
ライターとして日本で活躍
後ニューヨークへ。最新作７
作目「Letter to N.Y.」はパン
デミックの中PCとキーボー
ドを使い一人で完成させた意
欲作。アトランタ、デトロイ
ト、アルバニアなどのジャズ
フェス、ミルウォーキーサ
マーフェスタ2021に出演。近
著に「マンハッタンに陽はま
た昇る」。
note.com/senrigarden

書画家

田中太山
TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字 -
えもじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

本年度の作品募集は終了致しました。本グ

ランプリが開始された本年1月から10月ま

でにセミファイナリストに選ばれた全作品

の中から、下記審査員が厳正な審査をし、

11月中に各部門から金賞1名、銀賞1名、銅

賞1名が選ばれます。審査終了後、各賞受

賞者には通知され、12月に賞品、賞状が郵

送されます。各賞の受賞作品並びに表彰式

の様子は、「週刊NY生活」2023年新年号

紙面、「週刊NY生活デジタル版」2023年

新年号(http://www.nyseikatsu.com)で発

表され、受賞作品は当グランプリウェブサ

イト(http://www.artofhaiku.org)にも掲載さ

れます。

 賞品

 金賞3名（各部門1名ずつ）：

  ITO ENのお茶（ボトル）3ケース

 ＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： 

ITO ENのお茶（ボトル）2ケース

＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）：

ITO ENのお茶（ボトル）1ケース

＋トロフィー

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

少
年
の 

梨
シ
ャ
ク
シ
ャ
ク
と 

頬
張
り
て
　 

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

ヤ
ン
キ
ー
ス 

秋
終
結
の 

内
野
ゴ
ロ

前
田
周
夫  

Ｎ
Ｊ
州

紅
葉
を 

見
な
が
ら
戦
う 

ア
レ
ル
ギ
ー

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
リ
ー  

Ｐ
Ａ
州

紙
袋 

く
し
ゃ
と
抱
く
夜
の 

金
木
犀

櫻
井
陽
子  

Ｎ
Ｙ
州

三み
そ
ひ
と

十
一
に
流
れ
し
文
字
は 
い
わ
し
雲
　

高
尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

ワ
イ
パ
ー
の 

動
き
に
合
わ
す 

濡
れ
落
ち
葉
　
　

は
ぎ
は
ら
敏
子  
Ｎ
Ｙ
州

一
休
み 

夏
の
盛
り
の 

分
水
嶺
　
　
　

滝 

俊
明  

Ｎ
Ｙ
州

天
気
雨 

や
さ
し
く
ふ
っ
て 

木
に
ぽ
つ
ん 

　

高
見 

朱  

Ｒ
Ｉ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶
　

 

秋
の
ち
ょ
う 

群
れ
で
飛
び
立
つ 

メ
キ
シ
コ
へ

宮
下
眞
妃  

Ｔ
Ｘ
州

︵
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
６
　
11
歳
︶
　

紅
葉
と 

共
に
染
ま
る 

君
の
頬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
紗
奈  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
11
歳
︶
　

お
っ
と
っ
と 

足
元
ち
ゅ
う
い 

ど
ん
ぐ
り
だ
　
　

原 

悠
冴  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　

9
歳
︶

が
さ
が
さ
と 

月
と
歩
く
よ 

落
ち
葉
た
ち
　

明
渡
真
信  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
10
歳
︶

朝
は
は
れ 

そ
れ
で
も
よ
る
は 

雨
ザ
ー
ザ
ー 

渡
部 

潤  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５
　
10
歳
︶

あ
き
し
ぐ
れ 

大
谷
め
ざ
し
て 

シ
ャ
ト
ル
打
ち
　
　

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
輝
月  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
５
　
11
歳
︶

nodding o� 
snow� akes tapping
at the windowpane

─Earl R. Keener, WV

coming down
from the mountain
early winter

─Rick Jackofsky, NY

ginger rice
brushstrokes of autumn
along the river

─Marilyn Ashbaugh, MI
 
bamboo grove
a niche for each
winter sparrow

─Ruth Holzer, VA

 
skewered by
pagoda’s � nial--
hunter’s moon
─Stephen J. DeGuire, CA

fall migration
shifting colors
in the still life
─Lorraine A Padden, CA

 
sandcastles
the incoming tide
erodes a fairytale
─Valentina Ranaldi-Adams, OH 

「10月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の10月分の応募を締め切

り、厳正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、

日英句(18歳未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの

方々から応募を頂いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各

月に日本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリス

トとして選出されます。

http://www.artofhaiku.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.artofhaiku.org
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ぼ
く
は
毎
日
幸
せ
で
す
。

毎
日
家
に
帰
っ
た
ら
大
好
き

なY
outube

を
見
ま
す
。
そ

の
時
が
一
日
の
中
で
い
ち
ば

ん
楽
し
い
で
す
。
今
は
暑
い

け
れ
ど
、
家
に
は
温
度
を
調

整
で
き
る
エ
ア
コ
ン
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
扇
風
機
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
す
ず
し
く

過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
ぼ
く
と
真
反
対
の

生
活
を
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
の

ま
ず
し
い
国
の
人
々
で
す
。

風
や
雨
も
入
っ
て
き
て
し
ま

う
よ
う
な
、
じ
ょ
う
ぶ
で
は

な
い
家
に
住
み
、
ま
た
食
べ

る
も
の
も
十
分
に
な
い
生
活

を
し
て
い
る
人
々
が
ア
フ
リ

カ
に
は
多
く
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ
で
は
、

ま
だ
子
供
な
の
に
食
べ
る
も

の
が
な
く
て
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
ぼ
く
は
そ
ん
な
子
供

た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、
と

て
も
悲
し
い
で
す
。

　
だ
か
ら
ぼ
く
が
大
人
に
な

っ
た
ら
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々

に
お
金
を
寄
付
を
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
幸

せ
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
　
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
が
平
和
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
ぼ
く
は
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
４
年
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
﹁
息
を
し
て
く
れ
る
だ
け
で

い
い
ん
だ
よ
。
﹂
母
の
一
言
が

私
を
救
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
人
生

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
少
し

難
し
い
質
問
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
質
問
に
は
、
将
来

の
夢
や
目
標
、
趣
味
な
ど
、

幅
広
い
答
え
が
い
く
つ
も
存

在
し
ま
す
。
私
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
等
部

へ
の
進
学
を
き
っ
か
け
に
、

自
分
の
人
生
の
在
り
方
に
つ

い
て
よ
く
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
意
見
文
で

は
、
私
の
実
体
験
を
も
と
に
、

皆
さ
ん
に
自
分
だ
け
の
一
度

き
り
の
人
生
に
つ
い
て
、
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
一

日
。
こ
の
日
に
、
私
は
初
等

部
か
ら
中
等
部
へ
進
学
し
ま

し
た
。
多
く
の
感
情
が
当
時

の
小
さ
な
身
体
の
中
で
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
は
希
望
を
胸
に
入
学
式
に

出
席
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

着
慣
れ
な
い
正
装
姿
で
向
か

っ
た
先
は
、
式
場
で
は
な
く
、

自
分
の
部
屋
で
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、

私
の
中
学
校
生
活
は
、
パ
ソ

コ
ン
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し

た
。
は
じ
め
は
主
要
３
教
科

を
午
前
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
不

具
合
な
ど
、
様
々
な
こ
と
に

困
惑
し
な
が
ら
も
、
仲
間
の

素
敵
な
笑
顔
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
新
た
な
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
他
の
教
科
も
加

わ
り
、
午
後
を
含
め
た
授
業

に
切
り
替
わ
る
と
、
少
し
ず

つ
心
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
小
学
校
と
は

桁
違
い
の
授
業
ス
ピ
ー
ド
と

宿
題
の
量
、
目
の
疲
れ
、
友

達
と
話
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
、

メ
リ
ハ
リ
の
な
い
生
活
。
私

は
マ
イ
ナ
ス
な
感
情
を
な
ん

と
か
プ
ラ
ス
の
感
情
で
押
し

潰
し
、
自
分
の
中
で
溜
め
込

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休

み
時
間
に
入
る
と
頭
を
抱
え

て
泣
き
、
放
課
後
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
終
了
し
た
瞬
間
、

泣
き
な
が
ら
枕
や
壁
に
頭
を

強
く
打
っ
た
り
う
ず
め
た
り
、

﹁
し
っ
か
り
し
ろ
﹂
と
自
分
の

頬
を
容
赦
な
く
叩
い
た
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
リ
ビ
ン

グ
に
戻
る
と
き
は
﹁
疲
れ
た

〜
﹂
と
言
い
な
が
ら
、
普
段

通
り
の
自
分
を
装
い
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
ら
私
は
自
分
の

こ
と
が
よ
く
分
か
ら
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
些
細
な
こ
と

で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
し
ま

う
自
分
。
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
い
自
分
。
取
り
組
み
に

身
が
入
ら
な
い
自
分
。
無
力

な
自
分
。
自
分
を
愛
せ
な
い

自
分
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
、
や

っ
と
の
思
い
で
終
え
た
一
学

期
。
そ
し
て
迎
え
た
夏
休
み

少
し
休
も
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
う
、
う
ま
く
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
机
に

積
ま
れ
た
当
時
の
私
に
は
到

底
1
ヵ
月
で
終
わ
ら
せ
ら
れ

る
と
は
思
え
な
い
課
題
の
山

が
、
更
に
私
を
苦
し
め
ま
し

た
。

　
夏
休
み
も
終
盤
に
入
っ
た

頃
、
と
う
と
う
私
に
限
界
が

来
ま
し
た
。
い
つ
も
通
り
寝

る
準
備
を
終
え
、
ソ
フ
ァ
に

座
る
と
、
頬
に
涙
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
無
意
識
的

 ﹁
自
分
と
人
生
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井
　
恭
子

　
今
年
の
夏
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

行
き
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

は
、
四
ひ
き
大
き
い
犬
が
い

ま
す
。
四
ひ
き
の
犬
と
遊
び

ま
し
た
。

　
一
ぴ
き
目
の
犬
は
、
一
番

大
き
か
っ
た
で
す
。
名
前
は
、

テ
デ
ィ
で
す
。
テ
デ
ィ
は
い

っ
ぱ
い
水
を
飲
み
ま
す
。
色

は
、金
色
で
す
。
男
の
子
で
す
。

　
二
ひ
き
目
は
、
大
き
い
け

れ
ど
、
テ
デ
ィ
よ
り
も
大
き

く
な
い
で
す
。
名
前
は
、
オ

ッ
ト
ー
で
す
。
オ
ッ
ト
ー
は
、

歌
え
ま
す
。
色
は
、
黒
で
す
。

男
の
子
で
す
。

　
三
ひ
き
目
は
、
大
き
い
け

れ
ど
、
オ
ッ
ト
ー
よ
り
大
き

く
な
い
で
す
。
名
前
は
、
モ

カ
で
す
。
モ
カ
は
、
一
番
お

と
な
し
い
で
す
。
色
は
、
茶

色
で
す
。
女
の
子
で
す
。

　
さ
い
ご
は
、
モ
カ
と
同
じ

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
名

前
は
、
イ
ー
ヴ
ィ
ー
で
す
。

イ
ー
ヴ
ィ
ー
は
、
頭
が
い
い

で
す
。
色
は
、
白
で
す
。
女

の
子
で
す
。
犬
た
ち
と
い
っ

ぱ
い
遊
び
ま
し
た
。
走
っ
て

遊
ぶ
の
が
好
き
で
し
た
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　  

　︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
ぼ
く
の
す
き
な
食
べ
物
は
、

﹁
お
肉
と
れ
ん
こ
ん
の
あ
ま
ず

い
た
め
﹂
で
す
。
お
肉
は
ぷ

り
ぷ
り
し
て
い
て
、
れ
ん
こ

ん
は
か
り
か
り
し
て
い
て
お

い
し
い
で
す
。
つ
か
れ
た
日

に
食
べ
る
と
つ
か
れ
が
と
れ

ま
す
。

　
も
う
一
つ
ぼ
く
は
﹁
お
み

そ
し
る
﹂
が
だ
い
す
き
で
す
。

み
そ
の
し
る
は
あ
つ
あ
つ
で
、

に
ん
じ
ん
は
さ
く
さ
く
し
て

い
て
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
と
わ

か
め
を
い
れ
た
の
が
ぼ
く
は

す
き
で
す
。
こ
ま
つ
な
や
な

め
こ
を
入
れ
て
も
お
い
し
い

で
す
。
お
す
し
と
よ
く
あ
い

ま
す
。

　
食
べ
る
と
う
れ
し
く
て
、

し
あ
わ
せ
な
気
分
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　
　  
　︵
滞
米
３
年
︶

　
　
　

な
も
の
で
し
た
。
母
は
す
ぐ

に
私
の
異
変
に
気
付
き
ま
し

た
。
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

私
は
、
今
ま
で
溜
め
込
ん
で

い
た
感
情
を
全
て
打
ち
明
け

ま
し
た
。
遅
い
時
間
な
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
両
親
は
あ
く

び
一
つ
せ
ず
、
私
の
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。
父
は
私

の
背
中
を
さ
す
り
、
一
緒
に

な
っ
て
泣
い
て
く
れ
ま
し
た
。

母
は
果
物
を
用
意
し
て
く
れ

ま
し
た
。
少
し
落
ち
着
︼
く

と
、
母
は
私
に
優
し
く
話
し

か
け
ま
し
た
。﹁
勉
強
が
で
き

て
も
で
き
な
く
て
も
、
運
動

神
経
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
、

い
い
子
で
も
そ
う
で
な
く
て

も
。
息
を
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
ん
だ
よ
。
い
つ
も
頑
張
っ

て
く
れ
て
有
難
う
。
生
き
て

く
れ
て
有
難
う
。﹂
母
は
き
っ

と
、﹁
無
理
を
し
な
い
で
、
あ

な
た
ら
し
く
い
て
い
い
の
よ
。

あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て
く
れ

る
だ
け
で
、
私
は
幸
せ
よ
。﹂

と
伝
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
少
し
無
理
を
し
す

ぎ
て
し
ま
っ
た
私
に
、﹁
頑
張

れ
！
﹂
で
は
な
く
﹁
頑
張
っ

た
ね
﹂
と
私
自
身
の
心
の
支

え
と
な
る
言
葉
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。﹁
こ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ
と

も
で
き
な
い
自
分
は
情
け
な

い
。﹂
と
自
分
を
縛
っ
て
い
た

縄
が
一
瞬
に
し
て
解
け
て
い

き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
苦
痛

が
、
母
の
一
言
で
み
る
み
る

う
ち
に
和
ら
ぎ
、
私
自
身
、

﹁
も
っ
と
甘
え
て
も
い
い
ん

だ
。
頼
っ
て
い
い
ん
だ
。﹂
と
、

少
し
だ
け
、
自
分
に
優
し
く

で
き
る
自
信
が
湧
き
ま
し
た
。

私
の
考
え
方
は
、
こ
の
一
夜

に
し
て
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
私

は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

不
得
意
な
こ
と
を
含
め
て
自

分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
将

来
の
自
分
が
納
得
い
く
よ
う
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
良

い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
母
の
言
葉
で
、
私
の
毎

日
は
一
変
し
ま
し
た
。
作
ら

な
く
て
も
、
い
つ
の
間
に
か

表
情
が
明
る
く
な
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
き
な
い
自

分
を
少
し
だ
け
、
認
め
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
私
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
を
、

愛
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
人
生
に
お
い
て
、

一
番
大
切
な
こ
と
。
そ
れ
は
、

自
分
が
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
と
同
姓
同
名
の
人
は
世

界
に
何
十
人
も
、
何
百
人
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
と

い
う
人
間
は
、
ほ
か
に
誰
ひ

と
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、こ
の
世
に
﹁
普
通
﹂

と
い
う
言
葉
は
存
在
し
な
い

 ■児童生徒作文のページ■
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の
で
す
。
自
分
ら
し
く
。
も

っ
と
、
も
っ
と
自
分
ら
し
く
。

自
分
の
人
生
を
、
自
分
の
全

力
と
充
実
で
飾
る
。
そ
れ
こ

そ
が
、
自
分
だ
け
の
一
度
き

り
の
人
生
を
楽
し
む
秘
訣
で

す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
13
年
︶
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ぼ
く
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大
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っ
た
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﹂
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小
５
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
か
ら
東
へ
車
で
約
27
マ
イ

ル
、
ナ
ッ
ソ
ー
郡
の
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア

に
位
置
す
る
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

鉄
道
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
線
の
始
発

駅
で
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
快
速
電

車
で
は
、
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

ゆ
っ
く
り
座
っ
て
約
40
分
。
来
年
１

月
に
は
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
へ

の
乗
り
入
れ
も
始
ま
る
。
日
系
の
ス

ー
パ
ー
や
美
容
院
、
土
曜
日
の
補
習

校
も
あ
り
、
古
く
か
ら
日
本
人
駐
在

員
も
多
く
居
住
す
る
。

　
写
真
の
物
件
は
、
一
つ
の
建
物
に

独
立
す
る
２
つ
の
ア
パ
ー
ト
が
左
右

隣
合
わ
せ
に
収
ま
っ
た
デ
ュ
プ
レ
ッ

ク
ス
で
、
投
資
物
件
と
し
て
家
賃
収

入
を
得
る
、
二
世
帯
家
族
で
住
む
、

片
側
に
住
ん
で
も
う
一
方
を
貸
す
な

ど
、
買
主
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
用

途
が
可
能
だ
。
郊
外
な
ら
で
は
の
広

い
敷
地
︵
約
６
８
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
︶
に
建
ち
、
暖
炉
付
き
の
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
、
デ
ッ
キ
、
吹
き
抜
け
の

玄
関
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
居
住

空
間
を
提
供
す
る
。
い
ず
れ
の
ア
パ

ー
ト
も
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
、
洗
濯

機
・
乾
燥
機
、
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ

ン
、
駐
車
場
付
き
。
通
り
を
隔
て
て

水
辺
が
広
が
り
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
備
え
た
広
大
な
公
園
を
眺

め
る
。
価
格
は
１
１
２
万
５
０
０
０

ド
ル
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

５
１
６
・
７
２
１
・
０
６
４
９
、

Ｅ
メ
ー
ル
　am

andabechtold@
danielgale.com

ア
マ
ン
ダ
・
ベ
ク
ト
ル
ド
さ
ん

︵A
m

anda B
echtold

︶

( 写真提供・ダニエル・ゲール不動産）

住
ん
で
よ
し

貸
し
て
よ
し

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
二
世
帯
住
宅

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
投
資
物
件

リ
ダ
ッ
ク
が
12
月
14
日
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

﹁
Ｎ
Ｙ
の
不
動
産
、
売
る
か
？
貸
す
か
？
﹂

　
Ｃ
Ｒ
Ｓ
と
天
理
文
化
協
会
の

共
催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
フ

ォ
ー
カ
シ
ン
グ
・
オ
ン
・
ハ

ー
﹂
が
12
月
10
日
︵
土
︶
午
後

７
時
か
ら
天
理
文
化
協
会
︵
西

13
丁
目
43
番
地
Ａ)

で
開
催
さ

れ
る
。
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に

抱
え
る
ト
ラ
ウ
マ
へ
の
想
い
を

音
楽
で
表
現
す
る
。

　
演
奏
は
ア
ミ
ー
サ
・
ガ
ミ

ン
︵
イ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
、

声
楽
／
サ
ッ
ク
ス
︶、
木
村

伶
香
能
︵
日
本
、
三
味
線
︶、 G

A
M

IN

︵
韓
国
、
セ
ン
フ
ァ

ン
︶
の
3
人
の
女
性
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
、
ア
ミ
ー
サ
・
キ
ダ
ン

ビ
、
佐
藤
容
子
︵
日
本
︶、
ユ

ー
ン
・
ジ
・
リ
ー
︵
韓
国
︶
ら

女
性
作
曲
家
に
よ
る
即
興
演

奏
。
演
奏
後
聴
衆
を
交
え
て
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
か
ら
の
解

放
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
。
チ
ケ
ッ

ト
はeventbrite.com

で 

10

ド
ル
か
ら 

50
ド
ル
、
ま
た
は

当
日
現
金
で
。

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
抱
え
る
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
解
放

Ｃ
Ｒ
Ｓ
と
天
理
文
化
協
会
共
催
で
音
楽
会

　オリジナルソングのほか、民謡とロック
を合わせた演奏をするリノ＆リノザウルス
が 27 日（日）午後５時からロックウッド・
ミュージック・ホール（アレン通り 196
番地）で演奏する。入場無料。問い合わせ
は電話 212-477-4155。

リノ＆リノザウルス
27 日に無料演奏会

　
リ
ダ
ッ
ク
は
12
月
14
日
︵
水
︶

午
後
６
時
︵
米
東
部
時
間
︶
か

ら
７
時
30
分
ま
で
﹁
Ｎ
Ｙ
の
不

動
産
、
売
る
か
？
貸
す
か
？
﹂

と
題
し
た
無
料
ウ
エ
ビ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
不
動

産
を
所
有
し
て
い
て
、
近
々
日

本
へ
の
本
帰
国
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
、
ま
た
は
所
有
し
て
い

る
不
動
産
の
運
用
に
困
っ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
人
が
対
象
。

　
当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
、
近

況
と
将
来
の
展
望
、
ま
た
賃
貸

時
や
売
却
時
の
手
続
き
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
、
税
理
士
が

売
却
時
に
か
か
る
税
金
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

　
内
容
は
、
売
買
・
賃
貸
市
場

動
向
、
売
却
・
賃
貸
の
流
れ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
時
の
注
意

点
、
税
金
、
帰
国
後
の
問
題
な

ど
。

　
質
問
は
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム

へ
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トreloredac.com
の

ト

ッ

プ
ペ
ー
ジ
か
ら
。

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
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Ｑ
　
娘
二
人
を
帯
同
し
て
米
国

に
赴
任
し
て
三
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
小
学
三
年
生
と
一
年

生
で
、
二
年
後
に
は
首
都
圏
に

帰
国
の
予
定
で
す
。
長
女
の
中

学
受
験
に
つ
い
て
検
討
中
で
す

が
、
受
験
に
関
す
る
情
報
を
全

く
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
心
配

し
て
い
ま
す
。
志
望
校
の
決
め

方
や
、
親
子
で
の
向
き
合
い
方

な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

Ａ
　
首
都
圏
に
は
帰
国
生
入
試

を
行
っ
て
い
る
国
立
私
立
中
学

校
が
多
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
方
針
に
沿
っ
て
特
色
あ
る

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
お
嬢
様
と
よ
く
話
し

合
っ
て
、
ご
家
庭
の
教
育
方
針

と
お
嬢
様
の
希
望
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
を
念
頭
に
、
帰
国
生
を
対
象

と
し
た
学
校
案
内
な
ど
か
ら
、

通
学
で
き
る
範
囲
で
興
味
の
あ

る
学
校
を
候
補
に
挙
げ
て
く
だ

さ
い
。
校
風
や
帰
国
生
の
受
け

入
れ
体
制
、
学
習
指
導
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
た
後
、
さ
ら
に

候
補
の
学
校
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に

な
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
学
校
選
択
で
注
意
し
た
い
の

は
、
い
わ
ゆ
る
有
名
校
や
偏
差

値
な
ど
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な

く
、
入
学
後
ス
ム
ー
ズ
に
学
校

に
な
じ
め
、
お
嬢
様
の
個
性
を

大
切
に
し
て
能
力
を
伸
ば
せ
そ

う
か
、
有
意
義
な
学
校
生
活
が

送
れ
そ
う
な
学
校
か
を
考
慮
し

て
志
望
校
を
探
す
こ
と
で
す
。

入
学
が
目
標
で
は
な
く
、
入
学

後
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
検

討
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
一
時
帰
国
の
機
会
が
あ
れ

ば
、
お
嬢
様
と
一
緒
に
学
校
訪

問
を
す
る
と
、
よ
り
具
体
的
な

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め

て
、
そ
の
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
に
も
な
り
ま
す
。
事
前

に
訪
問
に
つ
い
て
学
校
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
訪
問
の

許
可
が
出
な
い
場
合
に
は
、
登

下
校
の
時
間
帯
に
生
徒
の
様
子

や
制
服
、
雰
囲
気
な
ど
を
外
か

ら
確
認
す
る
だ
け
で
も
お
嬢
様

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
り

ま
す
。

文
化
祭
の
時
で
あ
れ
ば
、
受
験

生
の
親
子
も
参
加
で
き
る
学
校

が
あ
り
ま
す
。
文
化
祭
は
在
校

生
の
様
子
を
身
近
で
確
認
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
予
約
制

が
多
い
の
で
、
事
前
に
学
校
の

Ｈ
Ｐ
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
最
近
で
は
文
化
祭
の
様
子

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
海

外
で
も
雰
囲
気
を
確
認
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
夏
に
一
時
帰
国
さ
れ
る
際
に

は
、
帰
国
生
対
象
の
塾
で
短
期

間
の
夏
期
講
習
に
参
加
す
る

と
、
帰
国
生
入
試
と
対
策
に
つ

い
て
の
情
報
を
得
ら
れ
、
候
補

の
学
校
を
客
観
的
な
観
点
で
再

確
認
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

出
願
資
格
や
試
験
科
目
は
、
学

校
に
よ
っ
て
随
分
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
作
文

が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
そ
の
言

語
が
英
語
な
の
か
日
本
語
な
の

か
も
確
認
し
て
、
普
段
か
ら
日

記
を
つ
け
る
な
ど
書
く
習
慣
を

作
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
入
試

要
項
は
最
新
の
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
に
よ

っ
て
、
突
然
帰
国
生
入
試
を
中

止
す
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
米
国
で
の
生
活
が
長
く
な
る

と
、
子
ど
も
は
徐
々
に
英
語
の

方
が
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
で

す
が
、
ご
家
庭
で
は
母
語
で
あ

る
日
本
語
を
使
う
よ
う
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
帰
国
後
は
日
本

語
で
の
授
業
を
理
解
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
母
語
が
確
立

さ
れ
て
い
る
と
全
て
の
教
科
の

理
解
も
深
ま
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
日
本
語
の
本
を
読
み
、
補

習
校
や
通
信
教
育
な
ど
で
学
年

相
当
の
国
語
、
特
に
漢
字
と
算

数
の
基
礎
を
し
っ
か
り
学
習
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
学
受
験
は
親
子
で
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
親
と

し
て
は
早
め
に
受
験
に
関
す
る

情
報
を
入
手
し
そ
の
準
備
を
進

め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
お
嬢
様
に
は
あ
ま
り
受
験

に
と
ら
わ
れ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。﹁
海
外
で
の
生
活
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
だ
帰
国
生
に

期
待
し
て
い
る
﹂
と
、
帰
国
生

受
け
入
れ
校
の
先
生
か
ら
よ
く

伺
い
ま
す
。
海
外
で
の
貴
重
な

経
験
を
親
子
で
楽
し
ま
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

 

　﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の

会
﹂
で
は
﹁
母
親
が
歩
い
て
見

た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案

内
﹂
を
毎
年
9
月
に
発
行
し
て

い
ま
す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う

首
都
圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集

め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

入
試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
、

帰
国
生
の
ご
家
庭
か
ら
好
評
を

頂
い
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

の
上
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        中村美智子相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：アメリカ（6 年）長女 3 歳〜 9 歳、次女 0 歳〜 3 歳

ドイツ（2 年半）長女 14 歳〜 16 歳、次女 9 歳〜 11 歳

親子で向き合う中学受験

http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/


2022 年（令和 4 年）11 月 26 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(18  )

　
多
く
の
人
が
﹁
幸
せ
な
自
分
﹂

を
探
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本

当
に
幸
せ
な
人
間
は
、
何
を
し

て
い
て
も
、
し
て
い
な
く
て
も
、

た
だ
幸
せ
な
の
で
す
。
時
に
は

怒
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
不
安
な
時
や
悲

し
い
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
本
当
に
幸
せ
な
人

間
は
、
様
々
な
人
生
の
難
題
に

ぶ
つ
か
っ
て
も
、
根
本
的
に
幸

せ
な
ん
で
す
。

　
﹁
○
○
＝
幸
せ
﹂
︵
こ
の
○
○

の
中
に
自
分
の
名
前
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
︶
と
﹁
○
○
＋
幸

せ
﹂
は
異
な
り
ま
す
。
後
者
の

﹁
○
○
＋
幸
せ
﹂
を
や
っ
て
い

る
人
が
実
に
多
い
の
で
す
。
彼

ら
は
、
﹁
幸
せ
な
自
分
﹂
を
誤

解
し
て
い
ま
す
。
食
事
会
、
旅

行
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
な
ど
な

ど
、
疲
労
困
憊
し
て
、
結
局
不

幸
せ
な
自
分
に
戻
る
ま
で
、
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
思
わ
れ
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
忙
し
く
埋
め

続
け
る
の
で
す
。
仕
事
中
毒
に

な
る
人
も
い
ま
す
。
傍
か
ら
み

て
、﹁
幸
せ
そ
う
﹂、﹁
楽
し
そ

う
﹂
に
見
え
る
何
か
を
す
る
こ

と
で
、
不
幸
に
感
じ
る
自
分
か

ら
逃
げ
て
い
る
の
で
す
。
疲
れ

て
動
け
な
く
な
る
と
、
目
の
前

に
い
る
家
族
や
友
人
に
、
そ
の

イ
ラ
イ
ラ
を
怒
り
の
感
情
と
し

て
ぶ
つ
け
る
の
で
す
。
私
の
あ

る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、﹁
僕
の

マ
マ
は
、
何
時
も
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
て
、
僕
に
意
地
悪
を
す
る

ん
だ
。﹂
っ
と
、
溜
め
息
と
と

も
に
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し

間
違
っ
た
﹁
幸
せ
な
自
分
﹂
の

追
求
は
、
病
気
の
も
と

た
。
﹁W

om
en’

s B
odies, 

W
om

en’
s W

isdom

﹂

の

著
者
で
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ノ
ー
ス
ラ
ッ
プ
医
学
博
士
は
、

彼
ら
の
事
を
﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

吸
血
鬼
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
東
洋
医
学
で
言
う
と
こ
ろ
の

七
情
の
内
の
一
つ
が
﹁
喜
﹂
で

す
。
七
情
と
は
、
怒
、
悲
、
哀
、

不
安
、
心
配
、
驚
愕
、
喜
の
感

情
を
指
し
ま
す
。﹁
喜
﹂
以
外

の
６
つ
の
感
情
は
、
不
幸
せ
を

意
味
す
る
と
多
く
の
人
が
間
違

っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
で
す
。
そ
の
た
め
﹁
喜
﹂

だ
け
を
求
め
、
他
６
つ
の
感
情

を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
の
で

す
。
こ
れ
ら
７
つ
の
感
情
は
、

そ
れ
ぞ
れ
過
剰
で
あ
っ
た
り
不

足
し
た
り
す
れ
ば
、
病
気
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
他
６
つ
の

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
と
呼
ば
れ
る
感
情

を
さ
け
る
が
ゆ
え
に
、﹁
喜
﹂

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
す

ぎ
て
過
剰
に
な
れ
ば
、
心
臓
疾

患
を
招
く
の
で
す
。
つ
ま
り
、

﹁
喜
﹂
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
な
い

と
病
気
に
な
る
と
い
う
事
で

す
。
始
終
、
嬉
々
と
し
て
喜
ん

で
い
た
ら
、
疲
れ
る
の
は
当
然

で
す
よ
ね
。﹁
喜
﹂
と
﹁
幸
せ
﹂

は
、
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
７
つ
の
感
情
は
そ
れ

ぞ
れ
五
臓
六
腑
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
状
態
を
表
し
ま
す
。﹁
五
臓
﹂

は
、
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
の

５
つ
で
、﹁
六
腑
﹂
は
、
胆
・

小
腸
・
胃
・
大
腸
・
膀
胱
・
三

焦
の
６
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
内

臓
の
機
能
が
全
て
正
常
、
つ
ま

り
健
康
で
あ
れ
ば
７
つ
の
感
情

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
は

安
定
し
、
元
気
が
生
産
さ
れ
、

病
気
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に
治

る
、
つ
ま
り
自
分
を
再
統
治
で

き
る
と
い
う
事
な
の
で
す
。
病

気
か
ら
元
気
へ
と
再
統
治
さ
れ

た
時
に
は
、
病
気
以
前
の
人
間

性
を
向
上
さ
せ
て
﹁
○
○
＝
幸

せ
﹂
な
人
間
へ
と
一
歩
近
づ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
病

気
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
病

気
を
招
い
た
生
活
習
慣
を
反
省

し
、
病
気
を
克
服
す
る
こ
と
で
、

﹁
○
○
＝
幸
せ
﹂
な
人
間
に
近

づ
い
て
い
く
な
ら
ば
、
年
齢
を

重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
何
を

し
な
く
て
も
幸
せ
な
自
分
が
自

分
の
中
に
育
っ
て
い
く
の
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　﹁
喜
﹂
を
追
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
生
は
不
幸
で
す
。﹁
幸

せ
で
な
い
自
分
＋
幸
せ
そ
う
な

事
﹂
で
毎
日
を
忙
し
く
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
埋
め
て
も
、

本
当
に
﹁
幸
せ
な
自
分
﹂
は
育

ち
ま
せ
ん
。
勇
気
を
出
し
て
、

自
分
が
避
け
て
い
る
、
内
な
る

不
都
合
な
自
分
を
受
け
入
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

は
、
第
16
回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ

ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
企
画
﹁
大
人
の
教
養

シ
リ
ー
ズ
﹂
を
開
催
。
今
回

は
﹁
コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

普
段
の
風
邪
や
万
病
予
防
に
手

荒
れ
を
抑
え
る
優
し
い
手
洗
い

方
法
﹂
を
ネ
イ
ル
ケ
ア
リ
ス
ト

の
矢
野
ユ
ウ
ジ
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
解
説
す
る
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド

︵
本
社
大
阪
市
︶
の
マ
イ
ベ
ス

ト
プ
ロ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
講

師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
米
国
の
読

者
に
届
け
て
い
る
。

　
し
っ
か
り
と
泡
立
て
た
手
洗

い
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
。
そ
れ

は
、
泡
の
洗
浄
力
が
す
ご
い
か

ら
だ
。
矢
野
さ
ん
は
ま
ず
肌
の

構
造
に
つ
い
て
説
明
し
、
人
間

の
体
は
皮
膚
は
生
き
て
い
る
細

胞
を
守
る
た
め
に
角
質
と
い
う

死
ん
で
い
る
細
胞
が
あ
り
、
４

週
間
で
肌
が
入
れ
替
わ
る
タ
ー

ン
オ
ー
バ
ー
と
い
う
現
象
が
起

き
て
い
る
。
皮
脂
膜
が
肌
の
表

面
に
あ
り
保
湿
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
が
、
手
洗
い
の
し
す

ぎ
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
後
に

は
、皮
脂
膜
が
落
ち
て
し
ま
い
、

細
胞
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
。
１
回
の
洗
浄
で
皮
脂

膜
が
元
に
戻
る
の
に
７
〜
８
時

間
か
か
る
た
め
、
オ
イ
ル
や
ロ

ー
シ
ョ
ン
で
﹁
加
湿
﹂
す
る
こ

と
で
肌
に
潤
い
を
戻
す
必
要
が

あ
る
。
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
で
も

い
い
が
、
で
き
れ
ば
ロ
ー
シ
ョ

ン
の
よ
う
な
液
体
を
勧
め
る
。

爪
周
り
は
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て

加
湿
す
る
と
効
果
あ
り
。

　
手
洗
い
は
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ

ル
を
使
っ
て
、
折
り
畳
み
、
真

ん
中
に
石
鹸
ま
た
は
ボ
デ
ィ
ソ

ー
プ
な
ど
を
入
れ
て
軽
く
揉
ん

で
泡
立
て
る
。
そ
の
泡
で
優
し

く
肌
の
汚
れ
を
落
と
す
だ
け
で

肌
は
ピ
カ
ピ
カ
に
つ
る
つ
る
に

な
る
。
男
性
で
も
女
性
で
も
同

じ
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
ぜ

ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は https://

m
bp-japan

.com
/oita/lc-

rebirth/

ネイルケアリスト

矢野ユウジさん
（マイベストプロ登録講師）

肌
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
！

泡
だ
て
手
洗
い
と
加
湿
で

https://america-keitai.com/
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://mbp-japan.com/oita/lc-rebirth/%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://www.naturalhealingartists.com/
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Black Panther: 
Wakanda Forever

 Photo : W
alt D

isney Pictures

 

動
画
予
告
編

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
和
の
重
み
を
胸
に

 ■上映館■

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

Regal E-Walk 4DX & RPX
247 W. 42nd St.

AMC 34th Street 14
312 W. 34th St.

母親ラモンダ（アンジェラ・バセット）がワカンダの国王となる

　
12
月
10
日
︵
土
︶
午
後
８
時

か
ら
、
今
年
も
カ
ー
ネ
ギ
ー
の

大
ホ
ー
ル
︵
ス
タ
ー
ン
・
オ
ー

デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
︶
で
の
人
気
イ

ベ
ン
ト
﹁
ナ
イ
ト
・
オ
ブ
・
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
、
日

本
人
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー
ラ
ス
﹁
ハ

ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ゴ

ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ア
︵H

arlem
 

Japanese G
ospel C

hoir

︶﹂

が
参
加
す
る
。
グ
ラ
ミ
ー
受
賞

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
勢
ぞ
ろ
い
の
人

気
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
れ
か
ら
の

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
同
イ
ベ
ン

ト
の
音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
レ

イ
・
チ
ュ
ー
は
、
グ
ラ
ミ
ー

賞
、
エ
ミ
ー
賞
、
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
、
大
統
領
就
任
式
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
イ
ド

ル
、
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ウ
ィ
ズ
・

ザ
・
ス
タ
ー
、
メ
イ
シ
ー
ズ
花

火
大
会
や
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

パ
レ
ー
ド
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
ツ
リ
ー
点
灯
式
な
ど

の
人
気
イ
ベ
ン
ト
や
、
ア
リ
シ

ア
・
キ
ー
ズ
、
プ
リ
ン
ス
、
ア

レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
リ
ア

ー
ナ
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ー

バ
な
ど
大
物
ス
タ
ー
の
音
楽
監

督
を
も
手
掛
け
て
き
た
。
ゴ
ス

ペ
ル
・
Ｒ
＆
Ｂ
界
の
大
物
ス
タ

ー
と
、
64
ピ
ー
ス
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
１
５
０
人
の
マ
ス
ク
ワ

イ
ヤ
ー
を
見
事
に
組
み
合
わ
せ

る
。
ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー

は
唯
一
の
日
本
人
グ
ル
ー
プ
と

し
て
参
加
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト

料
金
は
21
ド
ル
か
ら
99
ド
ル
。

B
ox O

ffice

ま

た

は

電

話

２
１
２
・
２
４
７
・
７
８
０
０
、

ま
た
は carnegiehall.org

日
本
人
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

12
月
10
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
で

　
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
　

︵
主
宰
藤
間
さ
ち
よ
︶
は
12

月
18
日
︵
日
︶
午
後
３
時

か
ら
天
理
文
化
協
会
︵
西

13
丁
目
43
番
地
Ａ
︶
で
、

さ
ろ
ん
シ
リ
ー
ズ
第
74
回

﹁
連
句
と
舞
踊
﹂
を
上
演
す

る
。
ま
ず
歌
舞
伎
舞
踊
長

唄
曲
﹁
君
が
代
松
竹
梅
﹂

の
抜
粋
を
ダ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
し
て
、

伊
藤
さ
ち
よ
が
さ
ろ
ん
シ

リ
ー
ズ
最
終
回
に
因
ん
だ

創
作
２
曲
を
披
露
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
俳
句
協
会
の
ジ

ョ
ン
・
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ソ

ン
氏
に
よ
る
俳
句
、
連
句
、

歌
仙
に
つ
い
て
の
話
の

後
、
連
句
と
舞
踊
の
即
興

を
ラ
イ
ブ
演
奏
で
上
演
す

る
。
 
最
後
に
観
客
投
稿

の
俳
句
に
伊
藤
が
即
興
で

振
り
付
け
す
る
。
俳
句
持

参
の
上
の
来
場
を
推
奨
。

　
さ
ろ
ん
シ
リ
ー
ズ
は
、

舞
踊
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に

対
す
る
理
解
を
多
く
の

方
々
に
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
言
う
の
が
主
旨
で
、

年
に
3
回
、
日
曜
の
午
後

に
開
か
れ
、
日
本
の
舞
踊
、

演
劇
、
音
楽
に
興
味
の
あ

る
人
、
ま
た
勉
強
し
て
い

る
人
々
を
対
象
に
質
疑
応

答
の
場
、
楽
し
い
意
見
交

換
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
提
供

し
て
き
た
が
今
回
が
最
終

回
と
な
る
。
入
場
料
20
ド

ル
。

問合わせ sachiyoitoandcompany@gmail.com

さ
ろ
ん
シ
リ
ー
ズ
最
終
回

　
マ
ー
ベ
ル
・
コ
ミ
ッ
ク
の

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
、
ブ
ラ

ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
の
第
二
弾
。

２
０
１
８
年
の
大
ヒ
ッ
ト
作
の

続
編
に
当
た
る
が
、
ブ
ラ
ッ

ク
・
パ
ン
サ
ー
を
演
じ
た
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ズ
マ
ン
が

２
０
２
０
年
に
急
逝
し
た
こ
と

で
、
新
た
な
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

で
物
語
を
進
め
る
か
ど
う
か
が

注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
結
局
、
ボ
ー
ズ
マ
ン
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
ま
り
に
大
き
す

ぎ
、代
役
案
は
あ
っ
さ
り
消
え
、

物
語
の
中
で
も
ワ
カ
ン
ダ
の
国

王
、テ
ィ
・
チ
ャ
ラ︵
ブ
ラ
ッ
ク
・

パ
ン
サ
ー
︶
が
急
死
と
い
う
設

定
と
な
っ
た
。
ボ
ー
ズ
マ
ン
の

存
在
は
大
き
か
っ
た
が
、
代
わ

り
に
本
作
で
は
女
性
軍
の
台
頭

が
目
覚
ま
し
く
、
テ
ィ
・
チ
ャ

ラ
の
妹
シ
ュ
リ
、
母
親
ラ
モ
ン

ダ
、
女
性
親
衛
隊
ド
ー
ラ
・
ミ

ラ
ー
ジ
ュ
ら
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー

炸
裂
の
醍
醐
味
が
生
か
さ
れ
る

内
容
と
な
っ
た
。
監
督
の
ラ
イ

ア
ン
・
ク
ー
グ
ラ
ー
を
初
め
キ

ャ
ス
ト
も
前
作
か
ら
ほ
ぼ
続
投

で
、
新
た
に
テ
ノ
ッ
チ
・
ウ
エ

ル
タ
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ソ
ー
ン
ら

が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
テ
ィ
・
チ
ャ
ラ
が
病
死
し
、

母
親
の
ラ
モ
ン
ダ
が
ワ
カ
ン
ダ

の
国
王
と
な
っ
た
。
国
民
が
悲

し
み
に
暮
れ
る
中
、
欧
米
を
は

じ
め
と
す
る
諸
外
国
は
ワ
カ
ン

ダ
が
埋
蔵
す
る
特
殊
鉱
石
ヴ
ィ

ブ
ラ
ニ
ウ
ム
を
入
手
し
よ
う
と

圧
力
を
か
け
て
き
て
い
た
。
運

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
の
効
力
を

持
つ
ヴ
ィ
ブ
ラ
ニ
ウ
ム
が
軍
事

利
用
さ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て

お
り
、
ワ
カ
ン
ダ
は
衝
突
を
避

け
つ
つ
ヴ
ィ
ブ
ラ
ニ
ウ
ム
の
流

出
を
抑
え
て
い
た
。

　
実
は
ヴ
ィ
ブ
ラ
ニ
ウ
ム
を
保

有
す
る
国
が
も
う
一
つ
あ
っ

た
。
古
代
文
明
を
受
け
継
ぐ
タ

ロ
カ
ン
国
で
彼
ら
は
昔
、
民
族

闘
争
に
負
け
、陸
か
ら
追
わ
れ
、

今
は
海
底
に
王
国
を
築
い
て
い

た
。
国
王
ネ
イ
モ
ア
は
い
ず
れ

欧
米
が
タ
ロ
カ
ン
の
存
在
を
知

り
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
と
懸

念
し
、
ワ
カ
ン
ダ
に
同
盟
を
結

ぼ
う
と
持
ち
掛
け
る
。
亡
き
兄

の
意
思
を
受
け
継
い
で
い
る
シ

ュ
リ
は
ワ
カ
ン
ダ
の
平
和
を
維

持
す
る
た
め
の
最
善
策
は
何
か

を
探
り
始
め
る
。

　
1
作
目
の
快
活
ア
ク
シ
ョ

ン
・
ム
ー
ド
か
ら
一
転
し
て
本

編
は
ヒ
ー
ロ
ー
の
死
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
重
い
雰
囲
気
が
漂
う

が
、後
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
、

ア
イ
ア
ン
・
ハ
ー
ト
の
登
場
、

前
作
の
ヴ
ィ
ラ
ン
、
キ
ル
モ
ン

ガ
ー
の
出
現
、
そ
し
て
言
わ
ず

も
が
な
の
新
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ン

サ
ー
の
誕
生
な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す

る
要
素
も
た
っ
ぷ
り
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
2
時
間
41
分
。
Ｐ

Ｇ-
13
。
　
　
　
　
　
　︵
明
︶

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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2022 年（令和 4 年）11 月 26 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［教　育］　　(20  )

https://www.vaccines.gov/



